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● 「三 面 美 容 の 実 証 」

～冥の９犀芙を聚しむ人生を! ～

具 の側瀋 聾|ま､土ｉ 刻 外Ea】･内 幽･ 蜀 呻 叫 から 生ま れま１ ．11諏と 肇洋jの且1.111を 靫り 入tlJ･

力ｖこ満足 惑Ji,る 咄 康絢を 次現できli,か､ ３()年痕 り呪)次趾 データ モ蓄 痩 してきiilし え:.

‘l 人題のil る感性!ひ圃lli･|;1客● 的 にｌ め られ|;:０.1 の で、外剛 桶Ｓ によ り 欄SI帥 冥肌【;りｉ 本

な どが 捺 つてL1 る状摺 を:自安『こ､ξ 面鈍窃 の或 乗:li確 認し て1.1ま す．

心 休美1111Sg: から､11 の 洗頌 でフ レッシ.441 皿 母､ｌ じｌ れ ない 人は 、洵 岨的 な－ ＨＩ 過ごｙ ｓ

が=多 くなり ま す.rｌ 顔 は内 嘴の 鏡｣ 自 己a] 心 体隻li二自個 を失-:sて､ 奥lこ対 する コンプ レッ ク

ス･ｉ 持つ 人の 宙１]がｔｌ 古れて;1 ま､'ｒ．

性別. 年祁|こ皿罰 な イ圖蔵 人と 同瘤に贋 を減 しｃ 人 生 が逞 れ る事を爾1,1､r倣原と 翼Ｊ電テー マ|､二、

瞳;半･ 業半･ 畑 善半･ 心 曜嘩 の害 門家 の隻カ･のもと.● 害 と鹿 唯有 が荼同 休 とな|;1.敷４ のｘ 証 デ

ータをｌ み１ ねて易1jtした．

槌 ４ な苦 し み の休駿 か５博 受の 精 冲ｄ 司じ苦 し みそEも つ 人の た めに投il ちた1.叱 思 つ尊しljb

が 生求 れｓ し1と．そ してｓ 晦 何とのS1 測 ずｉ ぱれ､ 貫尨 駒１ 公朗 でll i,４ で|ごｉ･l てい まｙ ．

ａ己 の苦 しみを 皿り遡 えて 仙人を 怒し む欄 神こそ 蝿の 原laであ りまｙ．

晦 社の 旅司 騨II!『資湘 爾エλ テ テ ィり り● 門孝 耽』で14, Ξl回 皺Ｓ がi;IS に てｘ μ で１ る ．』;うll

嬉し て14 す．

冑 全と安 心11 書● に.限 られた 幽件 とll=!自の５ と屈 害rこよ りｓ いｌ 尽膳 を柵 併し､ 個吸 か５尊

哩をI岬られｓ 麹秀な 哨ｌ 膏を 宵 奴すａｌ こそ､ 社!ｅめ ニ ーXI こ貫 献でさる 事とｌ じ で1.1ま す．

外 司

こ1 11 ･Xr　●鐙漂iな素IL 美夕』りｌ 補持　 吸皮JISE;j●書･阻 轡し』な; 或 －４ ヶア･勁重ｉﾖ性

●j自ｓF･Elgt Ｌ剛.罵 外哩 碩返i?.､合以･ｌ ｎ, き 佩急 ｘ、ミ 拿？ ル･!rイjb.IQ.
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●!|辨ｉ･

●ｉｘ:lj岫la･ことｉｉ たつ前にできｉ大切ｉ

●』浚食.怯;il.tk♂lのitltil包. ●.5jご吸･錠梵を食す爽しみ

●嚇亀な２ 卜Ｊ ス回偶と1!1:犀帛嘔{りjiｙ　●嗚司慄(zIr皿いゆり)と｢411｣

帖　 哨

『軸嘱と 蔵| は'LΞ自義1ﾖ1岫 肉 哨 向･ 輛押 如 の憾 耳ｇ 限肌ｘlt』りにて 寅町 されｓ した。願冑

のI･哨;y状ｌ や生1!i珊1●|こは個 人差 があ りｓ!ｒ が､ 心･ 怖･ 姜ｃ･r!旦常 性を 仮 つた11:)に1 当た り

ｉ]の申 が 噺11=I;前jとし てり λ・､1=う に､ 施衝老 が荼il てや必IS な ど を通L, て｡興心 と 吊 問

即６か け ることで 顔 書自ら が 腱集 と 笑ま;曙への 間心 を高め るｌ が でき るよ う|こなIλ21E:!!

■ａ 高ｉ 社 金にも 扱立';:1と 考ｔ まｉ ．



ノ外面美‥・香粧品学＆美容法

儲 鹿 な 賤 肌 芙 は 皮 膚 生 理 を 限 嗇 し な い ス キ ン ヶ ア で

一峡剛 こ外lj･1 の隋 し み|ま.へ7'･ メイ ク･フ アッ シiiン･ ネイ ルな どの･qS17;15 のｌ 毫言い ま1 ．

11E:た スキン ケ アfl 学など で は. 剖t 恥止 娘と しjて. 飢iE 傷つ ける 要田でＳ る貧 外尊､ 触北､ スト

L・ス､転 峰ｊりれな ど が､ 家門ｉ による 資μ ヂ 、９ でlb つ て･i しりg 咬 きれ、畑ｌ とし て一舶:li:

広ま コてい11Eす が､こ こ では 健康な 瘍;IL笑を 寞践|こて突 鳳 する 嘸を 宣ぷ 的1･二咆 えて１ しり ます．

屁 膚!1111 に 配j11 L, た 罠 肌 自lり が ｙ － マ

倣龍 なｘ りl掩l渦1,1､擾5･ かさ. 彊 り､ 狛 力､ 血 榊 を 剛り 維持す る たal)［ は. 止し い=ｉ 粧li 学11味l

哨ｉ 学 び､璋illiこてｓ 甫巾llU帥毘IE蜀 めるl! がL皿曼 とIsiりま す が、ｌ 客の ス＝Fン ケア佃 月ill』吐は 、

ｌ 帽4a] 基 珊吻1 叫 敗の 数111沙 な くとt, 一日 一隙51 上31こな:り､ 止し1 咄 － ム ヶア 咽 詞11gl)壁

饗性 が靭 くＱ二りま す.そ こ で皮 肴生 理[保謹 作L用､呼 吸作用. 吸血fｙjl､ 分泌ll 遮作JI. 貯蔵 作 冊、

休酒 贋Ｓ 作JI､ 淘 生９ 廂、即覚 作剤､I廣憧作用､ パり アソ ーン=など3檻咀 瞥しな1.1で､ 糾llの 止ｓ な

働き ができ るよ う・'19､ 丁夫 丁るIsを 外面掩 容のテ ーマとし ましa 二．

凹 騏 品 字 にｉ づ き 肌 ト ラ プ ル をlyy 消;

こa;1よ ’;Iな 聊 から 呑をl＆孝 で定 めら れ､n二化 粧alpM 的 で ある 浦鳳 と保汲Q;]安全 な遇JI と､ 也累

目』外lilで 疋め られMll 的の 勁能･ 勅 限の 岫111円1:` ､lllu14 肛ト ラブj ，のEg 復 がKel;1できる ため

の スキン７ アＱ･研究開筧を 羞め ました、特『こ會成 界百箔 性劃･ 紫 外IsI･MI 起･會 成昏斜･ 丹成色累･

Eミネ5･ ルオｙ 』レ(111陶廊･E1 叫 プテ レン グJJ コ ール)･]; タ ノールなど 刻d 雌 し たス=11・ンヶ７Ｅ

聚李;･la;] 肥 楸t 二兇 生 が応11:li!ｔ し み･ 小 じわ･ ニ キピなどｌ 々な 肌卜９ ブ ル4tｓ 消･に役 立

-ｺて いilEす. さら に､ アト ピ ー差皮 峰 斑jy!1老 人性屹 皮症の 予 恥に.つ いて'ま､前 近羞大学ｉ,岸部 皮

鴫μ の¶tｓ･|ﾋ瞰療 がその 効熾Ｉ ｓ 文『こてｘ11 ｓ れていま１ ．

外iijlt.日 で 兪 昌 に 自 倍 を 取 り 戻 す

申'こ‘も、敏 喀肌ｔl･!甘 不s!によ る一娠 的な 肌 アし ルギ ーよ りも戚li 不足 が妾く 、哨 吻馴 翁 爾不

足によii.;1r･ゆみ、ほ てり､ 痛 み､ 鹿疹な ど を伴 いisEす．こ れlil外的 賢田で は紫 外ね や北 趙 ＆ 中の

脅喊ji'l面:応勿=.同|;;よ る皮 匯駁や 角I暉佃の徊 僧jが11 隅と 考λ ら れま１'の で､a揖･ 廣 旭応 や皿 卿閥

ｌ 賢．` ･ＩＭＦｕ{ 分佩 峙 能力}､由 凋呼 晦､ 皮 膚 の新陣 化ltｇ:ど が 止常 に慟け るよ つに外 函美 容で

lt;lilｓ し てs.111ﾓす. こ のより に施術 圃差;剤jl!1ホ ーjlｓク'ア にｉ;'ｓ し､ 止し く.[i!ｌ して 使JI 感 寛ｉ

鴻足 廸？ ｓ 事で､Ixllこ灯して自 儒を 取I] 戻!す 筝をほ 験集|こて;にｌ してい ま 亨．

そ して､ そ!!り他の 誤 った ホー ムマ ツフ ージ･ 透 刷な ピーリン ジ･･ノン オノ 、l,蝿IEI;･厚1'i測E･ i邑剌な

sll･ 累や 化11M のＮ.jllな･どの賢rl!!lal'さ|ま､さ ら|こ脇 かな!ll が 必哭と 弩ｘ'μI まｔ ．
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内面美

快 貪･ 快 眠･ 快 佃 ～ こ の 当 た り 前 のｉ が 毎| ≡|で き な い

ｉ い･ 軋Ｉ ｕｓ 肌|こ|;まｓlllのｌ 馴が不 可欠 であ りま す．貫ｇ の息 場からil さ れる笥 聞 内で の健

麿 綸拓!p 拍尋で は.大幽 の 木 能か 座 で 支 配さ れ てい る、仙ａ･ 快 眠･ 岫 便と言 われ る生存|こ率II

久な1!iた りiJ の翻 こ乱a 亀ｌ いて11よｙ．

し 芹し. 残 恚な が５､ こ の肖l 二り 前のＩ がil:常|こでき なｕ 人が 甫え､ 契の 息 叡 り大さ な 陥剤と な

って1 ほ ｙ ．このよ うな 喚か５, 倣費!Ｄバラン ス･F11る奮 卵'i!り･ 便 駒Isa止!a な どの畑呻ｉ 心 がけ、

個 性を 重 徊し､ 個人『こ迪応 し;;二方 蔵七リズjと4憲 見つけ 出しま す．

例 えぱ、蛯抜ｉ ｌ な うタ バコ や７ ルコ イ レiE一 気11:止､めること Ｍｌｌ･すｉ と､スト レス が 加わり、

苦sI で陶 限|こな ６場 貪 が多 く見 壁け ｓ れま す ．貪ｌ ヂ　 タ にJ; りま すと､ 遇 痢 な場 脊 は､Ｍ 分GI)

iiax ら 哨 め る串 で. ストレ スが 匙註 φ れ、白覚 が芽 生ｔ 自 已剱 力|こよ り完 全|こ略l埋･ｓt煙 がで

ll, １ 幼亭 が 高くな って1 喘 １ ．

宸 生 活 カ ル テ でji 大 栄 繋 素 を バ ラ ン ス よ く 摂 取

親 削 正 し い 食 事 で 酉 び を 感 じ 取 る

:fi大栄=脆凛 がバ･ラ ン スよく 摂取で きて い るかを謝 哨嘴 が 咄ｌ し良１ 無 尋しヽ て.豪･l。呪)自 己 認幟

Ｉ Ｓ め るil=めlt;食 吟TS カル テIE 作I]ii す.･町晦何 グラ ム轟 収した力` な どの聊‘I¶的 ＱｓI;1恥 μｔ

ず. 煩剔il し く貪 ぺる ● びを哺じ 駁 る● に緊tr･l;を貪 わtl:､ま たこ の時. 良 ● 内容 がI.』ア ル|こ伺 る

･.1=つ1､二写真ＳＩ して41ji.いのｌｌ そ而 めj!'ｒ．

少 しの７ 或で､ 悒ll こ同 心が高 まう でち皿遇な 生 唱を 陣 際１?さ. 興 唸口の『4j:|こ･b聚 が=:･て1.1さ

ま す. 専 門l 』r,二は､ 糖冲 的スト レス|こ対し て 白偉 冲経･ 内 廿1き･免 疸系は 絶 え ず調整 が忖 われ て

L41･.Is 儡;ll足･ 煙:勣不li!･ｌ 哨;ls足な ど･の恒ｓ 性iDM. れ|;!､IsIの1賢1111 尭 し､艮 閥 のle 化|こ

■曽を もたらし ます．ま た､外的 曼 鴎でｐ 賞外概･ 屹燐･yちｒLなど も老化のｌ 囚 と甘わrt ていま1r．

こ の.よ うに外 目と 円 問､ａ ぴ司ILilrl¶1の二11111 忖|;ll健111な貳11 嘱141 にとっ てｘi: 皿 聾な ポイ

ント と;写えて‘i まし た、

現 代朴脅 での 外食申rb の9ﾘS.11 ぬ|ζ､よ り､霞 唆扇 がｙ ンIc5 ン ス1､３ よ．たλ.4gQ 柾 のバ ランλ 、

縦 斟;)活 性.!i 抒 促羞､ 免 皮 強J¶ﾋな ど に慢泣 つ黛 箆 哺助 貴品であ るサ プリ メント を艮 取 すると 、

1同取しない人 より 麟肌ｉ 求剋]庸 がjxり 早く 訃ｎる皐ｉ､ 參くａy寅ljrデ　 タ が明ら かにして̂ いjilr.



精神美

i!l哨 な ス ト レ ス は 帛IM 甦にEIS 蓉

現代 牡虫 におlt るal 』なｘ 卜L・スカ1樋;lと 笑ｓIこ多.大115ｗを 及.ぽし､ 佃ｌ な 属肌晟 創 り の短 闘･

には大 き 脚 絢､1:;Ｑ.フ てL は す ．人 問閃ｳ1､ 健jj伺 腿､ 軽決伺 尨､ 生M; 禰境. 情 傾 の氾濫.1r!､ｕ･問

略刈:ど准痴jg ストし スのｉ 囚Ixtll々で1･ が、し1･ずれli:して６ そのｌ 囚ｌｌ 岑 と刄 哺 嘴tがｎ=|こｌ

戮すi･力 ン゙ン机j ン グが 必涙で､il 球 す．

匈拘4; の１ １１ｒ Ｊか５ おり いの 世 嘲陶Is 力¶MI;fれ､皿 害 は心11911･ 消1 胃体 でS･気E･ もっ て『19

呟解 決に 臨む 決心 が できま す. そし て酉 吝は 一人 で悩 む17 》過!i な スト レ スか ら問 放き れ､ 納

凧的13a 告illQ6E 察し みr,!柿つよ うrこなるａ が多 ぐi 告さ れて; ほ す．

ハ ン ド タ ッ チ の で き な ＬＡＩ 客 に も 自 憚 神 経 の 安 足 を 圃 る

こ.のよ つ な事 か５､ 精 冲笑客 で最 も望曼梶 す る事 は自佃 昨纒 の安 定で 毎4j】ます. そして､ 知 覚乍

用14･ｌ ぬflヰ11屯応11ri'1111 ｓJjts･｢ｔ レク ーロ ハン ド｣ なとI『こよ ６ 倣週刹 最|こ、cIλ 幽aill

軽が安 定すi=ll は､ 月 乃桂了 先生 の匯床 発蜘 の中で=b 爽il 命ｒtてぃ まｙ ．

以 上の 白 箆11111s;Iｘ Ｑ 応鏑1;1､弊 せ の特lie'r ると こ ろ でｔｉ りｓli ｒ､ 司 埓に ハン1･゙ 夕 な７

ので きなし1暖 酋 に､対 しても 同 様(刀恟 偉伸ａ りIR:jｔ を'ｌ も､ 雄jlilさlii ● が啄 年 の･テ マ'で しｔ

ｆ ｌ゙ 自徳II輔¶４ 宸;E､ 脇1･lさtよるな め(ａ;l､ 師ｓＩ 斌 が ７．５ヽ ｅ卜･zＱ 状ｌ で､ 文 唇1!lよ1･とaj 交

Fs抑岨li)パ ヲン スをj 二常|こ整 え. 休 息や スト レ ス解 消､ 團 交感 神屍 康 位領 気収 聊の 蜀t[¶雪 哨を

する魯ｌ が451] ｉ す．そ して､ 仕 事 や友 人聞 儡 など の生is 環境 の変化 や白 飽瓊IQ とＱｉｉ:皿 から

初嗣咬 階と し て､自sslls じ:'自 ら 心゙ 休ま ６ｇ 熾 などを 敏ぬ やａ 目1車 の中な どと:l･畷1:IcI)生『a,!l!

閔にＴ 支 石ま2ら!.､jて取 り 入椚､.魅 く ハミン ク･し･a:|λ ホ ム メイ キン グ による快 迪 空間 召整 え

i･ｌ ぴをｌ じ11 る､ 嫁 し･な どの哭抒1 宍呻ｌt･1･:･てしＩＸＩ 耽 童 て の哨 神輿 雲に お い て最 句大 切

な 事 は､』泡鴫=冑(Q ●書|こ対す ６r 思LI や りの 心､Jと｢ 欄 気J で 而る ● が､ｌ 吝 Ｑ 声 より 爽l｣二きれ て

1啄･i ．

『恵 い や り の 心 』｢複 気｣ で 突 行 憎 導 ．素 肌 爽 を 追 求 ！

忙し さ や･iilわし きil･[tl とし た:､ｉ り－１ の 咆il や1･ リ　 ト メン トlil､巨１=の不 惶唯ｉ ｇ 眠ilts

11 いのあtr り の･61まｺ､卜し ス の増帽rこつな がりま す、

そｵ1，と|ま反対L 二､施､霜-1!;'の恩 いや り の心 む'ら1tjる トリ　 ト メン ト､ 会 魅､ 廸sｉ 対15rt;t､＆唸･な'ス

ト ｘ ス､をｂつｌ 吝 がli己 へのａ 畑も 回』働し､ 男1気やstS!11〕滴さ出 ６１ と なI] ま１ ．

そ!..て. 白稔 神 軽とり安 定が 保たれ. 健 俵 な素al 聾 Ｑｉａ求Lﾆﾓj 良い 納果 を!≡i戸1=lす･巾 が政 々 丈ｌ:

g!ｎべ･い4 こ1、

１



みずみずしい素肌を目指して

短 大･￥ にな つ て 肌.を 気|こ す る よ う に Ｑ:Iλ?|

会 ．4､|;;Ｑ -;1 て､ 化 卸１･ す ａ よ うL 二Ｑ りｉﾐ Ｑ １ ．

そ4D 頃 か ら ↑ ソ ーン の あ ぶ ら っ|まい 所JI 刄･

口 元 の 屹 燥 が 今 ま で ず 一 つ と 虹|こＱ り 、年 齢

を 皿 ね る ご と に. 目 元(x) シr:;､ シ ミ 七 ど ん ど ん

飢|こなｰ] て 渚 家 しa..

い ろ い･51ﾋ. ｌ ＆ を 試 し･t みil; し た が､ こ れ っ

と ｕ うｔ の が なIM よか 昆 つ か ５ ず.- ぞ んilE 嗜

|ごく れえ5:IE 卸 り､el つ｀1:み も こ と|こ しll ，た ．

砲. 哨 石一間LI て. こ んな少 量で 本 当|こいし|の っ ？

と11 いｉ. し た．今ｉ で|;x､ し フ と り5; イ プ で 、

腫･6 十 分 使 っ て いltｘcD で､ 使 つて1｀j･も ま でrit

141信 ゆ4丑 でLX ｔ.

で も､ 叉 暉| こ使 っ て みる と Ｊ ～31 向でt コ十 分

|こ肌| こい き 渡 る･a;1を 感 じ 庫 し た..

島 韻･･b 少ｌ で･` l` ご( 泡 だ!Ei が 皿 く 、':)コ･lj 。

な 感 じ も あ リi§itt んで し､た、

Ｔソ ーン が ヒjl く ず れ が自;jか ら 気|こな っ･こ い

ｌ

一

たのでＴ 眠L, つとり と 乙て､ 化粧曲 し６ ぞｒｕｉ どしな くて ６長 持ちして す ごく いいです、

肌のｆ λ れ|こかけ る.19『11､. 中ｉ で は問lll 叫11-､ てしIた ので､1r ごgiirl が･､か か･かてい 凛

L,たが. 甚礎 化 粧昌だ けでｰﾄ 汁に うるあ いが 佩て るし､ 気 になる 所 の･ヶｙ が`で き るcD で､ 子gt

lこｆ が かかる今.111間が短 くでａ て.a;:てtl うｒ1し いで'ｒ，

;1ﾐに 便 い蜘 めで ２ヶ月脛L,nlrt.ちま せＡ,が､ｇλ･ 二し瓦の乾耶 がな くなり 、し っと り するｌ じ

が し. シワ1つ気 にな らな くな Ｑて 者iEし た．

シミ も、うｉ く`な っ‘こきn=J. う|ごｌ じ､ 今ま‘cI;;t子供 とｉ･蝕μs･ら匍 瑚に 略1;‘むい た[り賦 巡ん

で豪 し くｉ Ｊ にいけ るよ さにな りまEし臨 これ からｔ 、ず 一っと 映｀jて いき. 豹 々し 囚1し みず

み･i' L八.11り のl･ ゐ･il･､i:ilsざし て1,1くため に、( れえ る化Illai 咄 コ･こい1!11=いと 曝いjj7 ．



5０代になった時の肌が楽しみ

や っと札の 肌 に會 引 じ折μ に 出９ つて串 蔵

(rL えi･ とｉ 会-3てｉ ら１ 分|こ自價 在押つｉ ができ ，

摩 し1;4がー つ増 えまL, ね 私 にと って，く れえ61)

團L ，い事r4 大15く 分け て ２つ で１'．

の フ ァc.･ジョン 降 岬で ア イ メイ ウ(IJベ ージljl今 や

当 た,り 前. 私 も-i-の 流行|この り，アイ フィ ン心1当た

り 昨 マズ カラ|:1,何 戻,ilｓｌ ね童 りし, 専 用の ウ レ:ノ

ジ ングで か なり目|こ負lg をがﾅ て い 家した．くれ え

a.の ア･･rラ イづ･－と;;?'λ.1]ラは,ｌ, に慨 しいコ ラ ー

ゲ ンが入-ｺ てし1て安 心し て 使用でき, 何と 霖-３て･1、

ilJj がIMIlll ssで とて も･aXn,い なん で す．そ1j て，

く れ,えるＤ クレン ジング` こ’ｓ Ｄよ ５にき れ い|こ陪ち ．

アｊr,14－イ クiFI の り ムー バ ーil! 用 しζ1:い 聊でｎ

几 に かかる負裡 がなくな りまし た. ｍ兄 は年 在重t:1

ゐ･と 必ず 寂化 しま す．1;ｌｔ. 今| 刺司も心配 し て いｉ

‘l･6j．il;つ げもll く なIλ 少 し 皿くな っ たよji lご･15

居,いま す，

メｊrク し･rきjnしIIこな 乙のljS 然･ｒi' が. メ イクｌ

と っても, 潔れいｉ:cx)|::tく れｊ.i,だ からこぞ 幽洙 る

畢だ と陥ｌ し まし た．

○ 句日必 ず 快 引ﾋ 枡水 と 佩涸 ク リー 山 肌 に合 わな いもの を使 用し､ 何 を使 って 七犀:がａ く

ｇ;13､爛 の15た13 がﾋ;.リヒ.リ'p'る 筝が多 く 悩んでい 声し た．

ｌｊtｓ ｀1.ｔ い511 に11めらrl.ｔ'､中も りビ ーター|こな っｔsI 月lしでい る のがl; れえる．

使し1蛤1ｒi;'串 月 ほど で 乾ｓ が 仙Iλ 化 絣水6] 使 う低･b 今で|ま|ほんa 〕s 膚 ぽど で'g'､もち る八、

Slj5,£‘1:?11なく､､肌梵ru;1･l･ぐ徊 り､ その 俣一次‘b11!れたことIxIあ りij;tt４

哨院 へ行 ってMi 欺した 訳でｂ なく. 高 吸な 焚吻液 等奇 使用しな 訳でも あI] ませ 辰

匈 自t15 もの でこ ん唄 こき!'1.い にな れ るＱ んて､ φjl で歓 々のiﾋ1111 メ ーカ ー 哩Ｒ してｇｊ

した 眠 初:M]Ｔｃ 範 験て”ｒ、今 で『こ1周り から| い つちき れ1.1な 肌.だl';ljとｓ わ れ 右llど．私自 身

６ｎ に刄 えてli れ 出 二411j11と恩 って い11'ｒ．

句 曰くれ えるcD 化膠 品を凰『こ釆・t1てii げるこ と がな|こよ.りｉ しli で､ 肌 もあ ず酉 んでく れて

L4 と恩 いま'ｒ，これか らｂ く11,え ると'|;1長い 忖 ぞ脅い|こな|;ｔ う で'ｒ．

私が4 り 代､so “11こな った吟 叫J1 が今 か ら聚し み1!rす．

Ｓ



？

シミ、くすみが消えた

私 が くれｉ ｉ 化趙 昌 と11=1会 つた の12､ 今 か５

二匈;-11:ヶ 月6n のｉ で し た．奇i; で どの 化l

i, を 使り てt5､ 肌 罠 れａ 原 因･5こな っ たlI ｘあ

りｉ tl'んでし た. と ころが５ 十職iEii ぎ たli、

あ ６ 日艮ss. 夕11=jから 帰っ てｌ を見 でび･Ｊく

りしjE L,た､.な|こやら 犀う ぽ く な-５て いる部

分が15｢J 、こr1 ･」 ･ｒ t5 し か1 ，'r､ンミIM･r11

で|貳 私12 シ きな んか 出洙･ｇ いとｌ つてし1ま

し た. そ れが､ｌ る 白5皿鮎 気忖LQ= ので1･ ．と

てもシ ≡･ツ々 でL ．た．

41;げシ ミがrh 窯た のIMI 易 －と恩-、てしIた 頃、

あ る Ｔｖ暑 禰]で 舷 送さ れ てい 裏L,1とが､ シミ

の尽 囚 は､ 子 供の頃､ 無 肪悄 に日統 けL, たIμ 。

ｔ いis と､ あら 年 陣rこ巡L, たll にシ ミ 輝舜 が

破 裂６ て､ シ きa)原 固 に･sj:･iζ言 わrtて い ま

L。た. また､;1､卜L, ス に､s;つ･ｒ､ ピ タ Ｅ ンｃ が

破壊 さ れて由 末・ ここｔ 勿 ると霖` ね れてTし|床

Ｍ=. な ．t､こ れだとｌ いj4 1，た．私L 哨１枇 の哨、

毎EI[J]よ ｙ こ更 休ii にな 右と､ 海 で 萬 っ夙|こ

Ｑ` ij; で冰 いで いｉ し た．前 刎i ち.わ11` ら41:

《 なるＱ､.本l!!1rこｇ βiで. 背EFIc 皮 ち よくIJ17

て1,11 し た.ｉ た､ 仕事 卜Q;lス1･･レスも あ さた

〔1〕か･Ｋ知 れまtl‘ん．

Ξ ＋ 忙も 終 わり[J]頃. シΞ が､lj-るat る増え､ 色

･b､廣･( な･２ '1: いくlりがよ り っか ワま した．

コ ン シ ー コ ーを笹っ てｔ｡ 逆 にｼ･ｉ が浮 き 出

た．);･･うＱ Ｓじ で. シミ がかく れ.るど こ５･cヽ |;ま

あ13 孟tj-ん で!.Ｊた．.ｔ パ ーメ､イ クを した とこ

ろ が不白 然で.t3 ら さｉ 色-．|;fく見 えｉ した:．
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あ るEI､ 小学生a] 男4D 子とEi して いたら､711凛μ と 思い 求した が､ シ さcDと こ ろを兄 て､r 子併

|こなぐ られた41; やないj9 て言 われｔ ほ どで した．と てt5 シ Ξ゙1ツ･７で し たが 』1 が兄てｔ －

目 でtj かるシミ　だっ たと思 いま す．

iE 直 霖-５て. あｉ り人前 に出 たくＱ:か-５たし. 番 布していて も、金駈Ｑ 造ｇ でｔa) 人fD目捧 が．

私[ひシミ にfμ[ ひがよぐ5 かり 家し た．



でIち、ど うしよ う|らな くて、と て竃､悩 んでぃ 咄瞰．くれ 凡６{ﾋlg μこai會 凡たの で す．

私 も､ シミ を取る為|ごい ろい ろな化粧Ji をlえして みま:し たが､ 糸り飴!凩がえ ５れ まt!'ん･で した．

そんなli､ｌ,の3! 違lj゙ ｢くれ.;1祠ﾋ11s つてぃ うのり゙ｉ ・ て､ 芙白 効 眼|こと てｔ 鳥 ぃｉ が

る た1.1よ､｣フ て赦 久てくれ ましｔ

でも､ その肺|;a.lj､ｔla1' 他 社の化 粧li が沢山 残っ てしIたの で､ とI,?昴え ず それ 剣 吏いllｔi-２

たらillえよ うと111.1まし たr．

そ･れからｇ ｙｊｌｉ ざ た 鳴､ また.友 潭 にｌｌｇ奥しま した 、

｢･－｢突くれ 凡 剔ﾋ ・ri の －yl;1 さ４|ご会 フて 嘔を皿 きillい｣.117･ ど｣ とｌ うと､ 友 油は.!戸這

電12;を して､ 一ﾉ･ 官きll』と合う 椙 会をt` =71て くれ ました. － ／吉 さ んlil;､私 の悩 みを間 い てく

れ･ｒ、艮ｅ ７ ﾄﾞ1バイ スｅ し て'Fさ いまし た．

IS をし てL1 ても､ 今 肖初･ylて お会い し たような 惑じ がしな くて､Sj は１００ ９１,一 ノ官 さ4, を･ｌ

欄し て岫 願しIし４ う･とＳ い まし を．

何 の 不安=15な く、と|ごかくこ11)シミ が￥･く』5:れ るよう､ 努 力 してぃさた い と恩 いま す．

匈:ヨ､ 而 嘲Ｌt:哉1乃自x' の絹 を翼 て'は. う んざIX I'るlilが綿 くぱ かIJでt．た．

く れえ６化 眉li 右使 い姶 めて から思 っ た の『ま. なん だか 新陳代ｌ･ が艮 くなｰ;1で､今 渉` てILよ頗

|こ糸りii を かかな かった のに 八 れｘ る化 咆1riを 使しI岫め て から は､ 大aa)iiF が朗 か らポ タ

ポタ 尾ち６｢J どで す､今 ま でがl;ｌ!'IIエ ク７ ンデ ーシ11 ン で!l 穴也ふ自 いで1,４ から､ 參I;

汀を かかな か７ た のかも知 れ ま ぽＭ

く れ凡II化 粧JS に して からIｚ､と てちｌ 然で､ｌ 鴛性ｓＩ り､illi ｔ いＳ じ が!､、まtl んで･し

ｔ それ に. 口 の1司り(n 力i;1';ltri;;r感や.|まほの 小ジ ワ がす71 か りな くな71 て く すみ が消ｔ は

ワが出 て刄 た．1:うなS L:;がし ま･･．ま 書に､ｔ Ｓｓ５･;ｌて皓 じ･x･゙ｉ.

貳 も､ 私 のliほ を押 ぎ 攻て は､｢ しフ とり でう ら｣111ｓ!し｣い｣ とＳフ て く れi･ほ ど` tこなりg! しｔ

私|貳 シ ミが翠ｵ1,ること を價.じて 毎日 悶ｌ つてぃl;1ｒ, 昨 年九η から､ 月二[ilの､エ レりト ロ ハ

ン ド マッtil－ ジを 畳ける よ う|こなり､ シミ Ｑ 収れ 貝合 も 一段 と勁員 を増 し てL.ll!す．

も.う ひと押し､ 甲 れ る まで私 も瓊iR･ し､ 隋長IE1－ ノ官さ１ も､ 一生 魁rtllこな ってal, てぃ ま

す．馳 は41111 ごあ り がむい なあ～と息 つて1,1ます．

こ のシミ 渋 完勁に淑 れる まで､ 嘔lalS, り銃lt て行 きた二い と恩い ま す．

所 長、－ｙＳＩ ん、農後 ま･r･゙且 しくお農し1戮 しＳｙ．

ｅ



ｉ

私が体験した奇跡

今 か ら ｘ１年 前､ 次 男 を11=j痙 し た 仙 、原 因 の わ

からｉ.い じ んｉ し ん に 悩ｉ さａ 令 身|こ出 ６“ｉＪ

ろ 廿り こliy ま ん で き ず､xi く の 病 尻 へ 行 き､ 出

ｇ れlt. 凋 を 飲･il｡銃 け て いiE L,t,.

１ だ そ のｓ を 帥:む と 喀 く な61) で､ 一 曰 二[i]

!1:liyれ て い た わ のｉ･､ ■ 蜀 は 欽 求 ず､ 夜 罹ill

の ー 日－!Eil ご減 ら.し｀11鮫 み 岫|･f､ 気 が6j l･1 r;:1

-卜二 年 ．

そ のｌ､ 体 調 がlyl とt,･ｌ え ずil･ か し い なa6 と

思1,1 鉛ii 】て い まL 。ね 白 覚111･状 と し て| 貳 二 十

て:虚 く ら い の 微 路 が続 い て. 陥 岡!l 上 る と 鳥

切 れ が す も 私 置で し１ ．

と|こか く 元､虹 がa=l な1,1 し. で1る 匍､が 起 こ ６ ず

費l･ Ｑ 御 日t ’した ．

そID 時 たt.ｉ だ 哨 院 へ 行 ぐ ほ ど でt コなし1か な

とg χつｔ い た(Ｍ:'‘すが､･ とｰ･a:1う ち メ.－ バ ーヘ

爾 ｕ 物 に行 っ て も 広 内 が ー 周 で さ な く Ｑ:13 、

仕 ●15 と りｉ･ え ず ー ． 月 の 休ｓ ｉ 貫 っ て､･ ｅ

の う ち 凩 気| こ.な ６ だr右 う と 思 し|な が ら.ll た．

り起 さｔ り･の耽 雌 で し11;..

寧 β か ら1:1 浹 呵 哨!1 え て いilE した ．

こ れ で は い け な い と11 い､ 気 分ｉ･ 寂 え､1こう と

打 き つlf α)笑８ 院 へ1‘5･4;と､M; 呻|こ『埃 け１ ち1

嗇 く．一 芯 －7s;cD 毛|こ弧I? が な い よ 』と11 わ れ、

｢ 体ｓI;1､ど ぅ ７｣ と 闘 か ｎ,ｊ し た．r'寅| ユず っ と

戮E鴎 が 統 い て､ 何 かL ．ん ど く て 元 気 が 出il い

ん でｔ 』とｘ ５ と､r ｓI こ【llS が な く 、lisI が 簿

くな う て い も よ う|こ皿 う よ】と 甘 わ れ ま し た ．

１ １
ｒ
血 管 普 が 薄 く な ウ た ら 回 ア ザti で15‘ri

す くな るj､｣ と 甘 わ れた 呻 、ハ ッ とし ま し た．
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そα)時､ 打Qa. 記仙･b な い とこ ろ によ く ●アザ ができ てL 止 んで す、そｒ1,から 休隅 のこ と 礪

xi すと､ 次 から 次と 先q!=む・ つｔ Ｌ４ こ とと －ii す るこ と がｌ ｔ き て､ そめ 時iJ め でllcusJ

作用 の 筝を 知lj;まし た..蛸耽 て'由 され る 緊を 佃じて 碩1.咄 ｔ1ず､ 飲 みつ づけ ていた.無知 さ 更-

凧い知 ら さ』rtiliしlt..



f一厦 大 窟1･1跨屁へ1!1 3 て襖■ してｔ e ･:sた{j} と 奮わ れ、とI;ii､ ず 翰脅同ill!5円ls11 覚『lし 、

庄!tjcを あり のEI!ま言-５たの ですが.｢伺 の岐査を するの り と反iE;l，二聞か れ」xlを疑いisEしｔ

rc I‘･』=lし んのlll も､ 映ｌ( ｊて 旬冊a! で=ｌ ｇ いL ，､剛作用ti 唄i; な61 すど､li かI;t心11吻; い

ですよ. と言 われ､ がう かりし ましむ

ｅr]ii えず 參凰ｌ･鉄明と 賦ヒ ス ヤEiンｉ,を推り さ れて､ 嵐の除 奉l=1を賃わ れ幅-、てきま した

が､ 受際 する気 分に=七な れず. そのま 劇 こしｔ わさ まし た．

11容 院ｇ 先 生1こ幔舎すi, と､ く れえ る化 粧畠 のリ ポヂオと シ ープ レ スill めてく れjlし た.

rｐ 廿 の轟| ま自･９ ？gl` つて 川ｒない か んよ 』と言 われ、塚 かにそ の11;1 と思1.1､ll かにqs 立て

もな く､ す がる忌 いで 僧じ てみよｊ;1と息い;iEし た. それ から リポチ オを ーヶJIIこ１息､ シ ープ

.ｙｘI － ヶ夕15こ１ヶ －ス咄｀･1てみよ う と芯って 虫ぺ 餉めXI した．

じ｣li,il!tjfl,Ｑ 業を滅 ５し 岫め てか ら は､ かゆafとｃ･聡麟で､ 全寿に 次 芹ら次 へと 出て くる¬ｉ

５廿’に 木111rこつ６ い皿 い毫し４ した．

締め つjｔ１ り拵 れ たり する と､そ こ11ｘら かゆ くな-ｉ て広 がさて い くので. 下着も つけ ５れ ず、

堰口aliE 夥じ るとil淡l かゆりil]､ そjl･X g辱|;s;も つ､こ んな:Siい11 すｉ( ら い なａ 。鴫●E似 ん

で 似sこなI; た いと恩il たt, のです．

そ4,な時)桐鱗 にのフ てく れた り、自 分 のま族 のよ うに 組jlliこな・ て噛 ま して くｎ,ｔ の が､ リ

ポｙ４ を 分け てくｎ て１４ １ 芦ｓ んでし た．

白Q;l大切 さ や､ 恚ｉ な冊 を 持 ¬コIs二了狽 のつら さ など111j-;1 てく れて. 亀の と り とめ･a;lな､い愚

１ １ 九1衆９ てＳ い て 喝れ､ 毫t･に1;t笑 良 が毘 大るよ う|こなｉ 凋でisgに忖 き舟･･lて くれ まL ，た．

そji,な悛女 がl,1な かつた ら､ 今 の私 ばな い と忌-=iてい まｙ 。梢神 面と 勾図 から. 徐 々|こ､凭虹li二

な っていlijl した．

半年 が遇 ぎ た:慨､ 気 がつくと 鱈の.ni色はよ く なり､倣 け 毛=七減り､ 励 離=b出 な くなｔiてｕ まし

た､ 今で･15じ111j ili しa,|;まと こ.a･1 わず 出'てくれil!すが､ はlil元気1こ41rJ､ 恒l=i隻li で皿 張 れｉ

パリ ーがあ りま す。

s,は 今､ 人との 出金 いや巡 り脅 わtfiこ大変Is劃 し ていま'ｒ.

la



1 ｀|

スッビンで歩けるうれしさに自信も回Jｉ

初めて くれ､i.i,化飛il の エ スヂ 晦賢け 瓦Ｑ〕|亀

２Ｑ口２り!５刄 Ｍ 日 ．命 から 約 ¶り!l】rこな り

ま す．こ ぴ〕11 私|:1:3c}嶼で､ ￥ ば､ 肌 梵れy,:Li自

らな11 ひ 心‥･と あ 昔５めて1,Lまし た．

そaJ[吟.叔 人か ら、irt える 化 町 昴cむエ ズ苧 を

動めら れ､ 是非sI けてXy た.いと思!､|､1¶;li(011

1‘こ さん'に迪飴 し たの で･l'．

-そa)と 毒か ら．く れ 汽 弟化折ａ とi) 出i･ い は、

駒jふこと ．て 大E!;Ｑｉ ｌ いとな り£し11二４

ｚ[３０２年 ６月中 句 から､ 歎 巨]エ スヂを 受 忖１

蜂. 早 い うちか ら. 私 佩靴 こＳ 化 が出た のです 、

そ(t)と き か ら､ 今ま で に 費|ナたエ ス ーll- |こなし1

心地 よ1,1フｘ ノ シャ ルマ ッ';r－ジ のと り こと

なりまし た．

-e(り頃lr)私 は. 両方cI)sIIこ､耳ij-かん の皮状 悠

の凸巴』が幽･にな って鯖 ってL4QI: 二．
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・ 哨 ●．

Ｔ ｕ ● ● ｊ･ ４- ’･１ Ｓ ・・ ● ●｜　 肖 － ● ●・ 〃 ・

・ ●ミ ●ｕ 一 目 ● ．｜・ ・ ．･ＩＩ

・

・ ● に に Ｉゝ 。●ＩＩ ・

２０ｆ如] 頃|こ､周 の 土角ソ 、ン に 吹考出 袖が出 てし1ま した．そa] と 軋 肌Ix れした 畿4乃手 入れ

がｉ か･口た らし( 、しijtI;3 と陶 が軸J1. の です．と;1 うQ;3も､ 叫1り11?11:.エ ス？･で､ジ ｘjﾚ 状

Q〕バり ク をし なcz)です が､-ieれ 夙 過気性11)ない バッ クで､ 肌･cD中cI)汚 れを問 ｃ込41 てL, ≡§ﾐつ

たＪ.･りです．

そQ 〕双 ま っ て1,1た.汚れが､ く れ える めク リー ン‘アッ ブエ ス 誓を賢け た.蝸､ 肌Ｊ 冤μ が間 き､ 外

iこ出て き た のです．そ れか ら. 眠 つて1,４ 子劃x こ!.ｊた よ うに. 再 び吹 甘出 物が 詑羞 り咽 大鵬

に1罵った(り` 1?す．そrt から､14 s ｙn1:l ど､ 屯穴 とい う'sＲ から次 々と吹 きaj 惜池l) 啄-1まし 恥

この伺 期|! 禍神 的|こ大 変で しｔ ．-それ でも､ こ こで やめ てliq= 吻;111皿[こな ６と 思い、211 同|こ

↑la:1 エ ス？|こ;11い 晦｀･j･ま しjl:j．1･る と､]: λｆ の予的 臼 が４ づくと､ 吹 き山 情の 砥 盛り弑ｌ

になり. エ ステ が終 わ弟と:.少し 変』叱が出 て､凰 が哨ち 幹 く11)で す．

このｌ り 返し 力'しぱ ら く眺 き､ 蝿分･ｂ－ｌ －ｉ ∽岫 り退し で､ つ らか ．た.です．

さすが|こ、私-15－ 略 期悩 みまし た．１、２ヶ 月 の間な ら辛 格.でき た.ので す 然 私 の場合､ ￥ 年以

上ｔ 花ｌ り の峙l! が鋏､いたの です．こ の時lllj 、人囃1に出 るのも 紡 痛をｌ じ．い つ絡 わると も

し れな い吠 況を ● 祝でき なくな りま した．

そこで､ ―盧､ 皮膚 科へ 行き､ 医9! 池原|こ!1111る うかとも 考;えたの で‘す．

一曙 吻な 効 農 が荷 られ511 県 に|:1、靭 作ll･６出‘t く る.としlうね 哨` さし た．ljL:1-ぞの日 号 え､ 陶

Ｒ よ･り、くれ 孟る化 絣品Q]エ ステに附|ﾅ てJ;Fる こ とに決 め､ 瓦当 の やす こさぬ､と栢談 し た､末 、

lil エ スヂl-ll ｀･ﾅて いくこ と!ごした の･1!･p'．



昴の 嘆 が一 誉つ らし1時 陳1でし 叱．':;isい1耳;111 瞰り 岫 気るとＪ ４ みi, 肌Eり寞 みり` んｉ･＆ が

ひ と皮むけ たよ う『､二なり ましｔ 吹ち爾 物 吸敗も無|λ 凸凹 が蜀ｌtｔて､ 巨迄 こ丿lがスッ=1＝･ﾘし 、

ｌ の 大1111 ｔ ひ と711わI川 咄 くなり､１ 休的1.哨1 のrr]皿 が11 略ill ．て1111 L,た．

その 劃ﾋ は めざJ1 しく､ 良 繍汎ｓ カ 右･引 き出 した成 凩が 次々と 現 れ始めた ので す．

ｉ･のii､･QI'ai 化 柾li･i･llんで ．j;-かｇ たと､11:1から邑 いま した．

乱 脚a ち●しlｔ くる と、く れλs･ の 健､l笑 右霞 品11)I.jポチ オを 句日 狗sI し. 洸顔 は､j9 肖 のや

すこさ11,1こ抽iりら れて､ く れえ る･の91 ・ン ジン グク しー ムと石 鹸Ｑ ダプ ル洗ｓ. そ のｋ アン

メ･ラ ンｌ ↑ 年『J ど使 いl,tjl'1てL 咄1 、

豆 ワ返れ ば.エ スi｀1111め て､2002 年 日月、 １２ 月末ま.では､ 花魯【;】(QI略期 で､211 圃|こl

l: のエ スi` ｌ 受17 ていｊ ｕた. この頃 胤 以 じめ必 日111にr:;1:､la7がﾁILI な か７ た．･1!'６､ こ

の とき､ 少､しず つ'cIすが､･Ｍ元辺 り‘が 鈍訊『こな り､ 内11 から･のil卯 変化 を感 じ て1,1た ので､ 早

く匈 む 功ia a la i, の 曜111右なが5､ エ ステ|こiag ていjl した．

そし て2003 年 １月 から『j. 丑 １支'のエ ステ に変LI．集 中 的 にエ ス引 こ油 さた勿 かげ で､●

71tr ぶら41( て 七ス ッビン で外ｉsi けｉ よ つになI) まし た．

目目 り'卜¶.?･17.;|| ３ヶ月 後

12



1:9

くれえる化粧品と出会つて

a､ が く れ え も 化 り↑ 品 と 出 必 っ たIz)Ixt､ 今 か ら

２ ５ ａ; も 前 の こ と| こ ζi り117 ｒ
．

ぞ の 頃､ 和､ は 膏 川IMI 壮rli に 住 ん で お り､ 厘 馬

軸 會 病 陛 ｓ 反 膚i!IQ 麹､ 吽 か らr 鳳 皮 祚 で ｉ'
。
ｂ

･り 泗 ６ こ と:L:1 な い で し ょ う｣ と ●l? さ れ 、 －4に

の 凧 い ｌ でjS ごii 哨ﾅ れljQ: ら ｇ い の か ζ
、

岫 ｌ 的 で し た. ． 我 人 の｢11 ψ ご と| ご Ｒ つ 屑 だ ね
．

とjtp､ 岫 の( 幼i 雁 詞4 乃 多11 日､･! 、 う 未 な い で|

－

と の4a) ｇ. Ｑ い 一 言 が 胸| こ ヴ･ サ･ し と 咄 き 目 珀 り
、

岫 を 兄 るa 〕f コ つ ら く て､ 人| こ 裔･5 の が 嫌 で. ご

４ を 捨 て1 二 ¶･? く たrr が ２
、
３ 分 の た め| こ ６ １

塗 り の り 瞭 を し て お り ま し た ．

そt) そ ｂ､ こ う な つ ｔ Ｑ ｌａ､ こμ ｐ;1
、s
年 前| こ

ｐ 化 乖 畠Q:i フ ル コ ー ズ を 半i §1僑､ 祠 ｌ さ 使 用

1.・ え が た め(0 帖 果 て' し ａ. 扱 知 だ う ｔ とL4 い え
、

化11 ＆611 と 匍M' す るj; ｀c'| ご も な り か|･1･IE し

支. が､ 昿 凧 最=iL1｢ 肌 に 合t ３ １: か っ た｣ の ー 甘

で､ 私 のﾔ き き ゆ λ1 つ と な ． て し ま い ま し た
．

ｌ 子 折13 と バ ス タjJ し １ 収 で … ．

15QI 嘱 の 宛ja)Slil;､ 命 嘔1 い 出 し て ｂ ソ ッ と し

ま す が､ ち ょtl ど､ 耳 ミ カ ン･| こ 煤 を ｌ り つli た

よ う で し た.r 邑 穴lit 問 き ｉ゚ っ　 て. Ｑ ず が ゆ く
、

こﾒ､ イ ク を し ｔ･!1. 中 μ 自 く な ら な りIc;]'1:IJ-ﾍ

｣. へ ４ 取 塗I 八･･ て1.､ 寧 う 餉 末 で す 、『.| こ 良;1

と い わ11. る 問:､ み
一
岫
、 魯 りla,

鳴 万 紬､ おii な ど
、

あr::1 と あ ら ゆ ４ 物 豪 使1,1 ま 乙 た が､ 鴎 く Ｑ Ｓ

な い の で･'r
。

Ｉ

Ｉ

■

Ｉ
■

－

・
　

・

－

。９

ぞんなli 、ぷ､とL, たき っか､` -tで中;ili~さ んと匂13 會う こと がで 書たl) で す、が､4f Lxl:あ 考ら65 て

川!L11』liirまた.ｌ 引ﾋ 匍↑畠で 大丈 夭j？な1 』と111s もtt ず､ 岫め らr16 まま|こS!い 始めま した．

鍋初11 亦1,1大 きな 吹き出 物ガ'､芦 のあ ちこ ち|こ出ま:c．た.眠 ＝';i§i:さ んの'９ ま でa] 悪い もcI)を

やs]出し てし ま５ 轟.liうが ｍ し､lb 配な いで１'よ、i!iｒuLｗこなり ま'ｒl;rら …､ 』4: 1, 1う励ま し

Q];l紫を 半 佃半皿 で聞き なが ら絢 づ･aこと|こし ました．

jijllsIから 詞囁 曜､ 凧n=|;ま恰鳥j111こ屈ｔ 蝸 瓦 庫した 眠 どこ へ 引 つ尨 してｂ 頑'il.り、た;ん だん

と肌･15丈天|ごなり､ｓ 分･1:'甘･5の･1､なん で1･ が､ 人11 み､ い ゆそ れ恥 』-|こき れい にＱ･二､できil;

し も



外11し てｔ､リ ロ･リロｌ り『iりか れなく なil こは3･､･ll年ぐ 引.･か かりｉ した が･･･．

化 粧＆ に爽 味のな かっ たajilEで がrg くれ える化11 品 に限 り)化IE 品-x,てすごい なア､ こ んな

1ご１ れしIIこな６１ やなア 』と､ 自lj･･ら 下臨{ クレン ジン グタ リ゙－ja.j'1`らD･ オ引 、泌 勁 ｃ･みで

すが､ 使 うよう『こな りましｔ

そ１ なこ ん なで､ １ ずひ･と 安心 しa二平 咄31 ≡illiこ|;i､句 坏¶5前li:嗣航で 耳 い ていたirl!噸輝･ のＳ

の圃 作lljが 出て､朗 から甘､ 加､宵ａ１ま でｓ いブッ ブ ツが1,kl ぱ1,咄 て. 夜 勉順れない1 旦かゆく 、

惑明 の液ま で出て( １ 始末で１'.

｛･ｎ.ｶ11吃t1 て身 悼13眼ｂ バリ バリrこなI､ﾌ､口 ｕ11け ら れないα}です．

皮膚 も ポロ ポiｺで､ フヶ のよj] な物 がむ けｔ!j;る の です. そ んーなF! 蓼(;Qよう な状ｓ が･￥ 午院

tsljt 1,たが､･くれj.ijiﾋ ●I品『こ助116 れて､ そ れ･らｙ つかリａ べな ワま した．

爵院の 業ｂ 怖t 唯 あ とつくづ く思 いま=しｔ

今で は､1肺jlE のli う･tブロ ポリ スが 助いた ので レよう か ？

鼻良 ６紡 謨斑６出 なく なリま しｔ

ま:た､il,a)苦 い超皐 から､こ 人 のＳ 迪も半を『ii･代 から く れλｉ 化漑 品iE 慌‘5 よう|こな:り､長 禽;

は今 害帖婿 し まし たが､1.1つｂ と同ｃ よう11二花嫁 伽ﾋ 粧も く れ 乳16化1¶|蝸 を使1,1､白 無l;､ ウ

ｘデ､rン グドレ スぶ 】ツテjレドレ スと14] 装も傑 鋳も 見咳|こ廿上| ずｔEI ざ まし た．

遡１･恩６よ うな 肢包でさl'11 Q した が､ 普１ だけ のせい でlaな か･5 たよ う|こ皿 われま す．

現 在.私 は 以 前の銅 を釦 ら ない人 たち からr肌､ きrlt1 ねエ. 生£れつき でしょ 匈 と か｢ １０

痢 は111く兌 大る｣ 咄 ４ つと ４ －バ 、 かな り と か1111》ら れｊ ｙ が､j1 め』ざら で 句なく､ － 人悦

l二入71 てお りま す．

昴のIs くてどぅ し､J;うち な力` ワた 肌 帆 くれX る化ｅ ａ と 中 市古ん に師 けらXrlて141sli:､ｌ ●

ｔi, よ うな キメ 帳か11､ 白 ｗ;yj ンツj・の肌 に なる こと が でさま しｔ

中 本さ ん いわく.､rl皺のお 密 古んで､･ｌ･山さ んllひど い人|ぶ.1111だに 出てこ ない．

で 勉･､本IM にょ く11tｉ た=b のだ. と､ これa1ら 息 を皿ね て､ 肌 だけで はな(. 身悼t, 見 畑､で1,1ら

れi･よ つｌ;､リ ポテ オやブE二1ポリ ス七､毎日 銃け てい きたい と 且 ．てい る 今肖こ の咽でir.

くｎ.ｔ ６化151 に 出fl うこ とがでさ'て､ 私 の人生|;t関 わりJIし た．

本当 にJ51;]がとぅ ござ41 ましｔ

IJ ¶



IS

畏く辛く暗い思春期

ぐれ,え４ 化 徘昌 と由９ つて率 年:|こなI] ま'ｒ、

そこｉ でのl･Jttlil;,ilく卒[ 暗 いEI 々で し111.

思偉 期をj;lえ･111がコ くと,ｓ| こ|;:t弩費Q]シ ンポ

ル『こ=IFビ.』が1,Lil■,1でぎて1,1まし＆．

岫をQ] ぞ(1Q 同 が増･え.漬 し た.らll が祠 ６ と知

りなが らｔ. 気|こなる か6' ）1.L'）い 爾し てし ま

｣5ん｀uｉ ．`

ぞの帖 果, 大 寂なこ と|こな うてしま い≡§ﾐした．

,15りp6 即11rフ 冲－ ムも 映1.ほ したji 尚 和 に

･b打きまL,111..二・s=ピにょ く ない 良べ物 欧 良ペ

匪 ご乱
。。，

轟 示 斗 几

葺難こＱ.。｡
･ 四

な いよりrこし た13､ 早ｌ ｉｌａ９ し､ 喝:･叫;ll;1, 十 分に と:､ ていｉ し た．

で･b､・?･然よ くな りま せんで した．bL5 んな 亭をlilして､６よ くな らなしL苛立ちと あtl-りか らλ

トレス とな13､ 内 面 から･b 二='Fビ の賢囚|こな･::7てい たと 皿1,Lまi'．

人l) にaj る[Ｄが嫌|こな:り､lp=p ｓ 屋|こ喝 じこ･b る41＝括で し た.．零 蛾 へ1μg] も輝 にな り･､友達

rこ旁う(Q も避 けて1.ほL ．た､ 以 前は、休 み|こiよる と家 に届 ること;Q:く、遊びに 出 かけて|よかり

11£し た．

くれ､え４ 化 徘品『こ由 吻え て人 牛が ー突しまL 。た.．

州li的､ 内 画的､ 哨 冲[rllこと て もI.､う ツクλ でｇ てＳ 哨らししIと 轜1しlj;７．

少し大 袈旅 か-bし れな い け れど､ で-1:､､やる 気と集ｓ を取I] 民さt4'てく れ≡§ﾐL,た．

141qrの 繁ｌ 玖 白 僧ｉ 狩た ね･てくrti んで７ ．き ．と､ もと自j11こｌ れ るん だ ひて'

吹岬 科の同で{ ．泊 らな か つた.の|こ､化 琲昴で 陥るな んて 罵き で す．

くｒtえ る化11 品『こ喘ｌ し てい41' ．有11 うご ざ1,Lま した．

緩UI.11 休皿景



ニキピが減つて化粧はキレイになるものと英感

中李牧以 恥ず っと, 二４=ﾋ２こj哨まさ れ続け てきまLj= ．

１!幽 細1こiil･1せjic, たt,ご キビ1日の114,1 15, い;5 い　　　　　　　　
ヘ

ｓ 使う て みまIXI. 。L．かし, ど れを 使っ ても.,い つこ　　　　　　　 ． ．

うLこさ れいに な らずjdl 方 に暮 れてい 屹時, おば が．　　　　　　　 Ｉ

くｎ.え ５化;ｌ 品を 紹旁し てく れま しも

,15ばも使 い 敵め たIJ かIM;:-!1た ので す が.ｔ'ロ ンの　　　　　 ・.･

人 からこ の 僥糾lil:1､ アト ピ ーと 帆 こ キピと か 七，

考 れ111こし てく れａ とLa こζを 閔いて 考て( れた

ヵ` らで･ｒ．

おばａ 圖tliを 價じ て, も ゜5､これし かな いと.φ| こ決我

1' ぐに昌■ 化11↑＆IJ とリ,|り･・,rを傀１ てみ ろこと

5こしまL, た ．それで まず ぴ っぐり しjl!.a]が, 今 までＤ 乳 祠c?)il方 がまち がＱて い たこと と,｣叱

劃;1．Qlt れば ロ レン ジ ンク'I;i L,l;iく` て いいと思 うて いｔ こ と で'ｒ, そ こで,iE し い？ レン ジ

ン グと洸即Q]il 方, 化ｌ 水のつlf 方など を 輛!えｔ-ｂらいま した．

今ま でのやり 方で『4=1＝レ イrこな る|まずがな1s と納¶ し まし 轟，

そ1j｀1:,化1111 な んでど れｉ 悛 っ` 1:･45同 じ 色の だと 思っ でい=1;し た が,今|:1jﾋl=1,111, 岑し

イ にな ６た めに 使うん 九;な という ことを 文rSし て い毒す．

り レンリ ング １佃IE 他い 吟えな いう５ に．ｌ ｂｌ夕のみんな から ４ ｘｌ･にｕ ．てきた ね』と111

わａ ６ように なり. 心-b明る くな って 考ましも

柚Fi.91. 鼠 同 じａy λ れ で,し111, 箇ll な ので. これ か ら･ｂ ずｉ と 岫け てい･ａた い と鳳ｉ て

いま す．-bつと･も っとキレ イ|こな って, 肌g) コンプ レ ックλを な くL ．て1,1きた.1,1と刄 いま す．

休ｌ 幇 休IS枇

¶11



１ ７

お父さん、お母さん、ありがとう

すべて の1白求[]|ま.､中 学9=a] 時1;;し た. ｙ

ト ビ ー忖 既閥 斑LこQ13 皮 冑 Ｍ へ､ そ こ'1`

出さ れ111:隋 がス51コイ･21sI!つたと＆ い 味す.

-･1れ か ら ＋１ 年. かゆ＆ が出 て ひ どく Ｑ

れ ぱ嗣 町 へ､ 策 れ ぱ111(c?) を やめ そcI)ａ

り返 し で､-e れで も私L4.ステ ロ イ ド|こ何

の娩(1)･51S か ず､ 舞aa:1 人 と何 らＲ わら

な い牛li 寺 送 って･ｉ まし た.、

･e して 斡 甘 を して １ 匈!g11:.ワ たｌ､ 仕事

がとて も･忙し くな り圃 神的 にも 肉悴的 に

･11限 界を超 え１ り. ス ？口･･r il力1効 かＱ

く な13 貳11)寿li が 禰 えな く な りまL ．た:．

-eQ 時s!lg) て ステロ イド1こ対 し て令く 虹

隨 がな か･つ血=私 でls､ こcI)まisﾐ同 を'吏っ

てｔi 自６な いと思1,1まし た. そ ん な呻､『目

Ｉ ・ ．

－  

．

ｉ ｌ

Ｘ

・ Ｆ

Ｉ ・

－

㎜ ■

Ｉ　 Ｉ

Ｉ

Ｉ

―

丁
－

･,･;々

I･

I･

■ ・

ｈ ’ ．
Ｉ
｀

ll からｌ る酋角 をli 介 きれ －ll訃 ね｀tみる こと にt, まし 嗚. そこ でλ ヂl二゛ド剛 者さ を佃 ら

さj゛1、す べてal)圖母や め. 健皿 禽ａ にょ る 陥鳳寄は ｃめ 家1.jと．そ の聚 屑4こアトビ ナ ース のシ

リ ーズガ･1り､ａ かあ り､J111 のお!r 入れに と 使･コて いた とこら､ 気 分屹姉に とj･く れｊ.aJQ) エλ

テ豪舞め らａ ま し た。

ａ よ･１･１１ 匈'11!つて い たユ.?-ｺ･″ド|こよる リ バウン･sl;1つ らい･12ので しR.．11j 自･3 尽|こバ

ン､Iてン1こＩ れ上が り､ 州 こ11出ら れず､ 旁11 11R 日休 みまし た二．さ ら|こ.!支ｇ 科で汗 豺を し てい

轟;とこａ か らば11 菌が 入13、ひじ から 手筒 蔵で圃 椚励 が出 凍し 亀

このl?､ 仕李を11聯 な がら 淘す 白価をな くし､ 不 現il』な 牛Ｓ､ 不SI ●jな 食qjS､ 向 よりも 仕町11こ

よ１ ス ト. ．スか ら悴を 解放し てあげな け れjXrな らな い.･と思1.哩r瞰を 決囁し ましａ。

ｉ 瞳 恨､8 111半 の一 人祷らし肖` ら 吻蹊ｓ11 とrこｉ りま したｊ±11のストレ ズか ら|ユ解壮 された

私のa 〕、やIxtl]Is滴 が寂わ っ轟.せ いか 嘔の亦 み14な かな かと れず. ―遠 一遍 斎峰り 返していi§ﾐ

し た．

-そこで. 毅原虫吊 のな か『こ11澗方胃 な どが 曾ま れて いたた:め. 瞑局 から出 さ れている 腿 厚良 品

をや1め てみ１ こ とに しま した．

すも と､ およ-62 ヶ月 蝸､ 両方a]Lil.７ぺ た から舅1色L 汐tがヒjて．ぺた.つと分● くて 黄色し|かさ

ぷたがsj の 知4こ彊12 忖 いた､の です、

圃芦凭11=からこ うな:6 ことL:1;間いｔ し|た(2)です が､ やっ ぱlj;と1,1う皿19 ち とい つ111る ん だ５

うとt け 先ａ 兄えなt1 不安1？ら･.何奄 する 虹力･b 失;1､ た.た1た.だ|まー つと してい る 日々が 過ぎ

でい きま し､n=．4115 ん如 こ|ユajられ ず､ 台『11(73虫ぺ 物の 匂い や 油の匂い など が|:lつぺi.|こ1Q

19?1,1 てい ６黄 色い か さぷ な|こまとｔ】ljつ･くよう で４ 所へ 行 くこ と がrで Ｓず 櫛 團車 で食 瞑

i・還ん でii ら ．丸.り15し11ﾐし た．



,-の同a:1､_と を11.1 μ1ず(刀が 一脊 つら(il･ . ゙ 17ち私 は岫 電以なlir1 ぱ その ひど さ|;11･:･かり冷

せ11,が.向 戟はｔ 以上|こ辛 かｰｺ たと11; りﾐ す. で=ｂＪ, ４ 自分 の 嘸だ け で鵬 一杯 で.『;xi晟 の気

持ｕeiE:9えａsSIs 1541; Ｇ ひどい こ とを 桐 ってしjliう ことがた･びた びjsりi!1した．

辛 い1=iゐLj,iiEだま だ朗さ ます、賞 色 いりｘかyra二が自 然|こと れ る(刀をle-ｺ て い るQ11 二瀕iE 向い

て'寥 るｓ が つ いてし1たた め､ 址 にli つぺた がつしIて かきぷ たがとｎ て し ま ．たり、きら|､二ｌ

て い 奉繍露 瓢の 間rこかさ ぷた 建と ってしま っ4二りと なかな かよ い方向|こ|ま杓･きま な'ん．

迦 劃=先 生と どう し･たも のj?と い ５い ろ:g え て.EIEず 上ir 弓いて 寝ｉ こと. そして!塵て い る聞

に.？ が胴|こ祠a なヽい よ うrこと 長袖11)バリ ９､ ♂cむ11口 屹１ 全 ビ ンで バ ジャ ぜめｌ にとめ･c7

を 周定ａせ て!llた|λ ベル トｉ し て'？ｔ,1,で手l:1石縛-⊃て その ベル トL 二く ぐ 二て'同:lΞ命↑i!'た･

り４ 践1` lld取 しま Ｌた、し かし､ なりヽ な;ﾜ'かき ぶた|;1と れず､ 少し ずつ 休の 乃tj かゆみ･がl』11こ

f5･まし た、

そし て･1･ 711 siがi醗ぎたljliiた嵐な ａ叫蝕 が冑万れまし た．アト ピ ーからく ａａ 内 啼･c‘馬

す ぐ|こ=F皓を す れ ぱよい ので すが帖 のアト ビ ー がひ どりヽ -=iた たｉ)､な かなか 出帛'ｒ. 先 巻り

に:;.してしIる 問1､二暑 くな って きて. 今広１２１ さの ため チ柘ｓ 決､7,がつ かａ くな ．て い11二ので 、

一応.涼l､、･くな Ｓ １０月 の上句|こ11隋･i するこ と|こｉ:り まし た．

曰内 帥､sj モlﾐ寄 じrj 万がな る荊 気だぐ 思-;1てし|まし た. 寅際Ｊ' り硝 了ｌ 遇 し て全 てを1!l,てい

泰よ く1で.聞 る1,1と、 ろ|こり･171jL吠!J ど見 汽なしla17､ 外の團S9 り･|見 匁なか-５た･λ 貴環･を

し てい ても何 がはし|-⊃て い る7rわ 摯ら ない4D で おいし くな:;4し､ なL 二より=５ －人 で何 も 出来

なく なっ こし よ11ワた､_ とが 早内ヽ つた.･;?1 ．
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li

そして､ 辱人丿生の９ 内 峰 とIx油 って力`なIｺ 蟻r｢1,:1皐 く、３ヶ 月恨 にLま･c:､1!!|り゙ 瓦 凡な く な･l てし

ま いま む､た．そし て､ 眼 科の先と か5 11!l を 急ぐよ つ|こ言 わｒL、Iし配し ていた朗 の 貫色 い かE7

ぷ4j5 少 し自1か５ ブロ ポリ スｌ 叙 ん でs 吸 こ と 突i昌っ て､ だ いぶ1,
』
● く小 き くな ． てL 吸 の

で９月 の上 句『こ変更 しま しｔ

ヂ梅『;1繍4111 了し て､白 内 陳'も911λll 力も､ｉ,航'liど で|;1,１ りii tl･八､が 元|μi りまし 七

刊よI; ６心 配して いたブ ト1:r－ ｔis くな ６こ と|まな も むし ろ良くな うて1.は1し た．

そして その ２迎魯 鴎1.スト ｘス がアト ビー|ことｰ;1て１ 醤の大蝕

ここ 倣早I,jハビリ セ ンタ ーに 入IIlfし てL 吻 皿1椅了 のull が、ｉ年遊 くお 見 婢1s に1‘11t な1.1軋

に曙 ４電ｌ で岫 ま して くれ て1,ば し た.ｔ の催11 が､ 突 然亡《 なI;.退 院して 摯ら １度 もilt?見

SI いに1‘7･ｺ て1,鴎 かｓは;11 は11‘l rＭ μp･つたこ とt･ 愉恂し求 した;．

心配ｉ せない よつ|こ､も つ少 し良 くなっ てかｓ行 こ う､11117 て1,1た の|こ､で=bMI な見えるJ こう

|こＱ-=1rと４rﾋﾞから 抒 け 咄の に､ そ14 よこ¢ ぱ かりｉ χ てい ま(ｊな．

するとiljる みる うち|こ､欄|;;ま く なり賀 色!;1か總ふ たは 分1ｦく 大き くなり､ 手も か ゆくな りま

し た．し かも､ 今ｉ で犀 にliia 人し かしL4j=か ．た の|こ､お19 式と い つこと 包ｉ･ つて､ 家.･こは 句11

人が1.1つ|μ| とLI う状 況に体 がll･汽ら れ なか-5･たよう1;１す．

ど つし て いいの かわ か らなく4;1 -;1 てLI た私la 鎗 井先 缶|こ順l麦して､ なji,と か 鰻りき る こと が

出ｓ.まし た．

そして･畝 日が遠ぎ､ 元a')3 人の生拓 に艮 るとあ フとい う聞|こｓ も!11も元|こ艮 りsi した．

今､ こうし て喊り４ つてみ６ とχχ な １年で( 、jt.アト ピ ー､ｓ 内SI､1111 1･･1;､こ れだ けalこ

七を飛 り越λ て･き求し た､ 自分で もよく がぬ､ぱ･=iた と恩 いilEす. そ してな によ りも『青晟|こ､ｌｌｌ

し て;11111r．11:;『Ｉ なと こ５、ｉ れλ るEがﾋ111111 皿くJりisI ｕ'＆

その上､ 悴rこｂ ジリ ーム を!1 るた めた くさ11,使う(;)でs支血 う主 徊 も かなIμｐ血 茫1にｌ:り ます．

で･15､軟I包甘 わず由し てく れましｔ

そ;.､て 父7は、慨坏 くれえ るにt` 1くと さ.咀sq 自こliくと さ､ 遭転･叩･陶阜 な くなう てし ま-ｉ た.私 を、

いつ=t5会社 を休ｊｊ;:'遡ｎ,て 忖・ てくr ｕE.し た．

鴉増Ｊ&|;l 何lb 出 琳な い かｓ と･ｌ い なりtら. 轜1犀 く.ｌ さ で昼 食･叫11尊 屯､ 廿 事りヽら 冊･=1て|まパ

り･鎗|II



ﾗ･ン;1の と;r1た夕 食 載･憚 つて くれま しも

そ 軋を拘 半 年ほ ど毎 白 与爽 に撮 り､ 尨 井先生 の アド バノ ス在51け ま(.､肖二.辛 いな 芹 にも 向幌

の 句lf`ａ ワたj'1`1咆 のiFsL ぱ した..

あ の こ５[ま他ｇ]人の 私を みlll､ 伺 七=b いえ ない11 がい やで 人七公 うのｔ 避 けて1.ほ し た．

どこxI` ガ` わいそ つrこ;と気li' ごs ４ １･と か､ そ うい うilli し ている よ うli:ｌ λ たの でi'．

そし て､ 賞わ れたこ と=bあ りj1しｔ

も し､ ア トビ ーの人ｉ 見ても そ んな111は しない でli しいと 息い まｉ'.

今でｂ そう です 紙 人Fこ!6うとき すご く勇 虹がいａ ので す．

で も､疸 弁 先生 や並 丼冶Ｍ く れｔi, のλ た=5 は. 佃丑 の 人と 同じ1111で 私 を箆 てくれ てい まし

た..LJと んど 家111111 こ と がな か ７た1Jjr;s､r詠一 家亀出 てくれ 戈ｉ に¶` 77 て先生 とs‘jしjs ベ

り'ｒ１ のが 貳し みでしｔ

そし てや っとこ こittで良 くなI]ｊ し た．

ま:昿 完 全 で『まな しＭｐで､さ ら に|気く なｉ よ う11二､今 年こそ|μ| い こ と があるよ り に. 前 向ｉ

s;;､が んば ってt7き た いと思1 ほ ｙ ．

OIIS,:1１

・
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il

同じ悩みをもった人に役立ちたい

９ か ら約 ２年 廓､ ま だそID にj 1:11く れえ るj叱ｌ ぷ･

と出１ う帥 のこ とでし た.

･b う1,1い加 双 網 を徨 って･1!s.鎗ら な くて ｂ戮t 二･

らＱ く な って しｉ ウた 自 分の 飢|こ、と１;=bシ ョ

･j･りを 甕げ 亡いた11]で す．

私Ｑ 肌 は変ｉ-11 うと. 頌近 間 皿 に7;i: -!1 て マ スコ

ミ･1!5と りilf ｔ い15 ゐa:け･ トピ ー 仲111膚 熾lj7

たａ〕で す．こｌ)|!=拭は､ どa] 鴉耽|こ･1jつて も塗ILI

S:l!1:sきれ る ぱ かり 、ど!ＤｉtslJWll 爾 ふJI,モ

ンの入 って い６嘱 でし た．

岸咆 科の111rll で､ そ の罰1腎 皮 賢 ホルモ ンlj ，一

腎佃 い効ﾉ:】があａ ので す．

鮪れ|;1－|!a a!]rこは711'ご く肌ｔ ｓ れい に兄λ､ か

¶"

・「

・ Ｉ・．

ｙ

％

¶ Ｉ
ｉ ＝

・ ¶

ゆみ･11113さま6Q] ｃ`す 紙 同 の 効果がき れａ と､ また さらに以 前よ り1・l爛して かゆ みと 肌(?)お

と:11え がでて くｉ ので す．

し かし､ｔl ごliど う･l` a こ.と 七･i:･き1s; tl･ん‘e しjl:..臍院 に抒lf ば鴫し か[５ら 免なし1､穂ｌ 塗っ

ても沁 らず. 糸 肘ひ どくな ってしま う．で‘bi 宥 はそ んな変 わI] 采てて1.以 私|こ味た 同じ 隋荷

出７ の で･･g'．ム ーン７ エイ スと呼 ばれalj どｓ が泉 っ伽 こふく れａ がI:ｈ 軋の肌|;1だ んだ んic

間呼r及が『で 考な いま でに な ってしま い単し 瓦 ぞ れか ら ３ ヶ月 が遇ぎ た頃 です．!5よっとし た

き･コかけ で､ くr1 え61ﾋ 勧1晶と 出１ える こと がで 価､１ ので７．

ｌ,の場脅11 偕cI)ナ トビ ーの人 連 よlj;も･111t拭 がひ ど く､・i･･辱|こ殉 院l)s;|こよ６ 暉1作月|がで てい

たので､ 聶初の 圃にt本珈|こ湘るの か不 安でしg.．

し111し､ 』|-ん咳 私Ｄｓiみを とｔ･15回劃|こカ ウン セ５ －a 〕ち 々恥び|こエ スヂ5｀-･･シ ヤ:ｙcむカ 々

が聞 いて く だ41 λ 良？ ア ドバ・｢スと そ してltFんな でー 岫 に愉し てい こり と ゐづけて く れた

の'1:11`．

駒､5こ[・. こんな『こ休 の寧を 心配し てく れ6 人 迫がつ いて μてぐ れるｊ霧じ てｌ 張 つて 治し て1.1

こう と沁6 し､ くれえ ａ化l} 晶ｉ 映い 岫めたｇ ｌ!ｖ ．

昂仙の1sir:11問脊や めたも1いな のか爾 安塗 らな いとまた.宵ら|こひ どぐな うてしま うた のでｌ'．

し かL,､ｉ た.鎬iE IS i てしｉ.･りとnlと 同 じ瞑 の岫13 11 し.蜀 肘|こ泌lらな いと13 い. 凱袴５１ λ

孔 かえ て哨を 応･やに や めまし ね

-eれ1r ら と1,1うも の､ 会i:1 1こｔ 行け ない雁il がLiirl.て貳 は た､だ れて 鏡を 兄 るのが とて も怖 か

った( ら1,1t` したＪs､ かり､;lj)や うみが-1!t-､同!無や下 軸|こliぺ ったlj とく っつ いｔ し まい 、

｢i がすに ６ 痛くて はがす 爾が¶でｉ'な か うた.ので す．



くr1;1.1 化･1,込峻快L 吻 めて し|;1ら くしIこ,そん なl;1.の肌1・少しず つＲ 化し'６ １ｅｊ しと.

ｌ!ｉ]|ま夜 も 唄れ なしljlだ っ た かゆ み=bだ６ たrん う'ｒi'1､精神x]|こもす ご く 衆|こなりEI=した.

2QiiisliQr ゆみ に追1りｙlてL 叱i 』.7ことｰ] て御11 れｉ と いつsII;1どん嘔 しｌ し か ったか…．

イ ライラし て いた 短気な 性 枯ｔ､ かゆ みと 向 みが なくなる|こつｒt箔ち 箸1.Lてきた のでｙ．

( れえる 包 眺品iE便 いs ¶めてち よつど １馬 私 の綱 や鉢la1 年iJ と 比べ て'i` く像 つていｉ し

た..仙の 友迫|こもき れい|こなった ね って言 わｒll･裡|こな った のて'亨.

ｆ･し て結婿'ltもil ●|こ喚|ﾌﾟる事が できilEしaこ．１年嵌|,こ幡哨が できii,な６ て･･iQll の私に

と って『ぷt● のj1た11 でし4 二..

今で はｰ:1=挾も 生iiEれ, 今 こ の申ｔ'がJ51 の５ 私 がくれ える化 粧£ と41!a え 七a; かげ だ･と･ljの

皿か ６邨;lし･こ1･91]jtlf．

この 体最 肢 佐, 今私,と 同じ アトピ ーで悩jl,で苦 しん でい る人違|こIxし. ｔcI)人迪 と とも|こよ

I] いｰﾌそ つき れ い･~み れた らと思 っ てi ほ ｀i．

ｌ! 俵li二,カウ ン セラ ーの,!】々 . エ スデ テ,r シャ ン の,!】々 並 ぴliニスタ ツフの カ 々 本 嘸1ミこあ リが

と つござ いま した ．

体陪自Q

５ヶ月tl

j ］



2:9

私が使える化粧品が見つかった

駒､111モま れ つき アトピ 、徊=皮 鳶 炎でz ｏ年 同哨Ｒ

乖 嗜 鋏j`すてEi £ しね

大学･字|こな6jli で11､ 白 己11･貪 し なL 吸lj･他 人1こ　　　　　　　　 へ

μ 気 づ かれ１ こ と のな 旧l 虚 のrrr状で. 涅 疹が で　　　　　　 ・

6ctl･1:1年|こ↑回､ 専 か ら群 に か|:lｔ( 力りj 月ｒ さ　　　　　　　
二･　　

－
レ　
．

■　　　　■■しyｕ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．
…….y ／.　　I

･ぞのー 涸疹 といj5のt5Mill のlgl 私 む`皿く 戟こ うを　　　　　 ．Ｉ　・　　　．･

塾;5 と､ ま 弟で 晟浪 皿)轍 に１日 か2 F1 で・s=レイ に　　　　　　 ‥‥ ‥‥ Ｉ｀・

ｔ コて しま ｙl:･の で. ●分で･15ｔ く・ にＱらs111　　　　　.j･　. ミ

同 竃でし ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ ．

とこ ろ が2c 才ｉ ｎ 前|こし､ｕ111 月l回から 』1「

iこな い かゆ∂t鴎¶:体中 に[a が り、L。ぱら く放 厦し て

11ｔ ｔ ののｌ' が糸 くla れた り､･髪 がぬ け た､りと い

･il]状へ 嘔丿化じtLs きま しも

ｰ･e[J]頃 から 恐怖ｉ 感じｉ 様 になI;1 . 両 羞 のす'i'め 悩il・ て 大ｓil 哨Iltへ変 凡４こ と にｉ:りま

し た．iJめ･ｒゆ１ １-sIけ た.日､sXjl;1;叩λ 院き せら れ.1Eし た．酌の 同1111?圃い たお 咄|];､即i を ひ

どくし てしま う 知の戸;と 仙間 かさ'れま し 瓦、

そ1.､て 屑L; 隋室|こλ 臓 さ1･1.11:･い る万も 今く 同じ 柚創jr 耽 で. 薦､11 ●f､叙外s･Ｓ 辿 Ｑど 朗111

斎受け て ぃら っし ９ いま しだ. 私も 隋づけ の １ヵ月 でした.．が返恥 吟|こIxt兄田|こI癩員 な肌 脊と

り詞し て ぃま しも 罵んで ぷ!:.の ６‘;5かのII､M･ ｉ てい ると11 つたj11;xｌ ｉ:し で|;ｓ,1ら れない

状15 こな って ぃた めで す．

１日 爾を 接 らな いと亦 く｢4ｒtてL ，ま いま す．その圃 の私|£ お 医 宥さ ん!i 値じ て隅ii･望 ると い

｣5こ としjj` ;ilすす べ樟-g!ら貳 瞰 力ないql儡 なんｔ 号λ られな い日 々をｌ ご しｔ い£し ‰

それ と同 呻 に髪の 毛九:|`すでは なくｌ 毛ま で鋏け はじめ. 偏 ｂ少 しず'コ変化し てぃｉ･まし た.．ち

.kうど そa:爛 ？･g･．私|:iλ タ ゾi!l･･ジ ュノン.に山 索いii しt.．111=liのｌａ 月､“アトピ ーが紬圃rご

そんな 甘ｓ に 串 價半ll で行 ってみ･軋ので す、

サロ ンの111こカウ ン･t!･リ ン グｔ 督li. く れえａ のりilｓ やアト ビ ー|こ聞･ia 本１ 自 り て蝕 んで

みま し た．そ こ1!yｌ 』゙ sE用の 恐を しさ1'・､私cI)魔法 の111f と尽-｝て1.1た のが､ 今間ｌ 叫}スチロ イ

ドだ と知ら さ４ シｉ ツ クｉ･吸l寸ま した
４

１ をや め るとし|うこ とf:1:､私に とって 日 附e41肩をス.ム ーズ|こおくれ ない と いう事 と心 鴨し|で

も再13ま し ‰ し かし 今やｇ,なく てlil､そ の1●の 忙置 の万が私|こ|;1恐妁だ つた ので す．

ljrこ1泌 心して 隋 と=いう;llを令 即?sｔ'､く れｊ.る ぴ)化IDI昴と サロ ンで 蜘師を 岫め､今4 :15月 がた

とう とし て ぃます、



今 嚢で;¶ilsさ れ てい 畢 詫用 フ タ｢－ ム や朗 触･萬碑んで 頂 くソ ーブでｔ 叙 をltｘ な り` ･:･叱状 ●

で(､、た が. くれえ るア シ ーj。サ ポンで 殴を洗 っ たとこ ３､ つ っばりIs も如 く.蝶iﾇｰも･咄じ らr1

11 ‘!1んでし た．

今､ 業なし で替 油の 生活が 送ｒ1るまで|こ圓瓊 した の|;ま隋き でｙ ．

鍋岐ｉ 治1りた軋 ｓ がijioil｡; は れ、半校 を休１ だこ と も､ｓI]ijiし た. 外気 にふ ねる だ17 でも

苦咄な|=|があI;j=1しｔ

そyl,を盟ljlす ぎると 次は朗 の 皮がめ りめIs】と む11'はじ め､ilEるで魚 のウロ コ がは がれる 嵯li二

なり ま しｔ 不 安Lまあ りj!し 七が.･r;‘ロ ン に襄 る たび5･二｢良 くな って いるJ:｣･とi･ う戸 に|;ilﾌﾟ

まi! ｒｔ､ここま で来ilEした．

爾i･111め. 陥 作μjの心『e 邨な く 泗ｌ にi轡忠1!'ざ､ 今1!･li少し ずつ 鴎毛ｔ は えてｌ て.こフアン デ

ーシ ≡1ン も使 えるよ うに なIμ 変?;】コたネ. 綺 凰|こなっ たネj と同 囲 のλ11xら言 われ るよ つli二

411]jl した．

私II にな リま す が.今 年の ５月よ り 教・ 変Ｉ が蛉 ま りま'17、スタジ オ･ジ 』ノン と くれ 丸るｔ

●t品1こ出 会え､cこか･、た らき ．と不 宸が 爾5つたで し よつ．

や､LまI;I周 り の目は 気 になI口ま１ から･･. 今､ ２１才1ﾇ:)大学 生です､ 仕 皿を すｓ 前 にｔ;ｂれ て 本

jM1,二艮1r ¬コたで す．１年 前､ 外ii二出る のもき だ７ た私 の人生は 痙 わ-ｐて しまい まし た｜

こr1 からt,､ ｔ う と･b つと祠翻|､二皿 わるよ う努カし ていさ たいと 皿い ま１ ．

本肖1こJ5ワがと ’;1ござ いま す．

i;i 飲｢i ¶1 ３ヶ月ll

7J ¶



;a5

何も かも徊じられなくなっていた嶼・・･

｢ こ の 準 り 聚Fこ1そ ん な に 心 配 し な く てs, Ｍ」で す よ.。

ｒ7 は 句 日:sli! れｔ わ る し, 艮ijJl ■ わｌ;l･iれ ぱll

作 用=15 心 配 あ り まｔ!柚｣

今 日 も 灰 フ 科(ｐ 外 来 で は こ ん な 皿|こ 簡ｌ に 肩 師 か

ら スj･ ロ イ ド 歌 母 必 処 方 が さ･れｔ1,1 ま す ．ま た 冽IS

［ お い て ５ ち よ ５ と か ゆ い,li んcI] ち よ ９ と 皮 ７rこ

li 疹 が‘`t ぎ`ｔ い る と い う だ'lf で ず く'|こ医1111こ1｢．1こく

効 く 靫 膏 ｔ 処 方 Ｌ ま し ４ ５｣ と い う 屎 貨|こス ア ロ イ

ド 畝 嗇ｌ 如･] そ う と しa;111..

そ の 恐･5 し さ を知 ら な1.111 斉 た ち|=i 本 当 に よ く 効

( ｌ だ1と1 まｌtl と 軟 暑ｉ 黎 る の で す．今 ま で のｓ 分

のｇｌ を 凪 う と 侭 じ ら れな い 現肖 で す．
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l･ がｙl・ピ ー咎 皮 コ斑 とｌ 断 さ れた の|;x､jl ‘・5 才 の瓊 で した．:幽匍 は 虻状'５ 峰 く、翼節 かＱ

も六人1こな れば 自 然とSa5 でしj. うと甘わ れで いまし た．そしｔ そc力哨か らで す．私がス ．･口

イド 軟膏寄 使L 吸 めた のrJ．

!-iれ ど111 の●ぼ 潭1り いfjlず､iQ,のｙト ビ ー[;:1－ 即 こ良 くなI] まtf んでし た．向 軒も のSﾐ同 を

たずね て は1,1ろ1,４ と 冽方胃 在欽 ん だI]、ｙ トビ ーに よ:く効 くと1.Lう閉が 蜀れla 駄 、てJ;F寧

し た が、岫呉11!111･1･ ;: と1,:1できl; せんで した．･1し て鮎局|;l諸;jlμで ス ．口ｊ｢ドｌ 使しI､今唆

れて い６政 状寄押え４ だ1･tの 対政取 淘 こたよる しかあ りま せんで した．

｛･ し てIBIイ のｌ ．j:りllん の少し 外 にilt: だけ で淵 が 翼･aか こ●iり.ゐよ う|こＱり. そ のlll;x坂

11-を こ15｀fl ち６よ う に欧状で.ll;l化しでゅ きま した．

r;zこん ど坏申 、翻は 赤く圓 れ､ 踪みは ひ どくし 日光|こ､21ｘ;れIｓ!| こl:状la;l くなり 、日申Ix 外出

できな1 哨 になりま し た．

それで も皮 ７科a] 医帥よ121､ 何1･頂 ものス７ コイ ド軟 膏と 抗 ／レ ルギ ー剛rこ､ｉ 繍効か ない

肆み1,1:めIDpl禰 咄を 匈､カ､き･れ611 か りでし た．a;た ゐi: 川 こ･Isひど いll にL:1ス･ｒ［1 イ ドのａ:

刺寄受 けｘ しと が､ そ れ も－1鴫的 に蔓|こなる だけでしL=!:ら くす れ|ｺ沫゙ た元 に そ5ど ると1.1う無

嘔な 処麿１!l.・tて い!1;し た．

伺の改 佃α3き ざt,もみ られなし1ま床 ２５才a3 侭 に良 フiEkDii 蜀| こも ５ スブロ イ ＦＩ-４ め 昴し

1rな いと･ltわれ、スアロ イ ドの 絃脱の 轜|こ３ｳ･ 月の 入貼;ｌ'●･6こ１ と な|]j; した．

医師a:〕揖示･1●り|こや って きた 白分 が、ど うし'ごユ､ツーロイ ドa 凋¶作 用|こ苦しま な けれ|;!な らな

いんltla うと;いうｌ 問を 持li なが らの入 院１ 活 でし ‰

そcI:リJSI ・景|:iと 貫う と､ｌ し い リバウン ド が峰 き･､吟 に曲|:iケロイ ドの よう にsこ.だ れ、トイ

ノ に打 くｃＤＩ!'えiこめら って しiEう 界 でしも 油随ａ ５原 は じｌ く じ ゅくでiS し い日 々が|!1剱

ﾖ;し1 二I



･i;･の 頃 に[ れ 牝 奉と知I] 脊 免l,こ ととな った の で'r.

こ れ以 卜ｎ が'tまれ６(Q ま`掬だ と言 で:Isjの 昂!1で オイ ルの み使用 すｓ こととこな ワまし た、

ｌ 扨lail)ﾐ がｌ-ｺ 卑|こ炎 政;iEji;こ し､SI み15虫L, か ワ11=QI:` i'ｶ¶゙､凱の 乃|;tじ･11(L; ゆく'『

乖･a;lも 肘さまIλt, し かすｓ とく れ え 岑'Ｑ私 はアト ピ　 から11 出でさ 岑の1;11まと布!1!を 持つ

こ､11がでｉ･たa;ｒ!:‘L ，g:バln, えるｉ 岫め￥ 年li ど で 蛙『耽ｔ 大分iii: り．こ の･i.ｉ ど１ ど･ん良

くな6a 』でLj.な いか とｔ:1 ぐ ら い艮くなI; jt し 旭

けれ ど 良いこと|ぱかりは 銃ｇ ま 吋4, でした:.再 ぴ凛 が淵 れたりじ ゅぐじ ゅ くした りと症 状が

alM し た.の で しr1;．りg･や足t5ﾆﾆ[ワ ニf･７で､良lllt, ひど く､ａ ａ･ｔ 咄り く 負慢で 宙な く なI,?、と

‘]､li' ‘;1 反7111(QEi 師 巳si)け を求めた(;りで1､.､た.

s; フね|でliお 価gl りの バタ　 ン でス･i;･ロ イ 向 う内廓11･ 畑 力 きれ、一呵匈 に|:11as な った･¶5

のの. ステ［ イ ドが 減､昌さｎ.Ｓ と再び 症状 が悪･lﾋすＳ とこいう 悪帳 輝を 繰り 返してQ ほ しｔ

鶏 で･lλｉ と、サ． かく つら い原 いIE し て ステロ イ ド･sE･』;11よ つと し てｅ た の に､ ど つして

また ステ ロイド に暇 コたりり たぬ､だ ろ{:1と奮¥りまれ て仕方あ りま で;1んて?した．

け れど､ くれ える Ｑ スタ ッフの 咎さ ん 町･らt1 励ｉ ｉtl,、も つ　こ んな パ カなこ ａ;l しＱいと 決

心 しま し々 ．決心 はし た6cI 〕の､ 弓ぴ ズテロ イF: を止め た 憬!め雌泄 はす さ まじい6 のでし＆

甘畠1Lよ７'口ｆ ド のようrこただi･1、1;iｔ 空`気|こ触れ る だ17で 岫1み､-1≡足 もパ リ バリ|こｔ 凛 し､ 全

月･のＳ い 咽 み に鮑里 的 になI]､ 司 日辺 いて 週 ごｆ よ ゛!1な何 輔でし た．

ｔ4, な厳 しし|日 々 が１ 年近く 貌-ｉｉ しjk．い つｉ でこ んな つら い日 ４ が統 くんだう つと スタ

･ｊ･ ７ａｉ さ んに12 くどく ど と1●●1を稗 いま しを 吠 その 斡|【皿禽剣 にl:1膀 にの ってｉ れＳ しな．

､151ひ げで今 年ａ 奔 ま例年 にな ｗｉ ど瞑子 が良く なりまl､.､た．

い つもＱら ｘ 月ｌ よI:1口光ＩsI び ると繭 が陶・ め･|こ11れｉ･が ．てLMI= の が､今41;111 んの少

Ｕ ■` 41た:樫度 て'l斉みまし た. 休 の耐¶ij･も瑞|汽､ 白 陸|こMIがｌ くこ とa] 盾しさ1;’一朴 で'ｒ．ただ

一つ歿恚な 事1は、ステ!;こイ ドのｌ 作月lで白内 障が 発s･し てし11 つた と; Ｑ Ｉ で'ｒ．

そa] 程尻|鵡l し1151?)の､ 日xI:生l§に おい て|ま飛 力 が泌とsた 為、17ヽな り や白 肉を祁 じま す、６ つ

117早 ０ ニステjコ／ド を1,こめて いれは｢と不 便な 度にそ う思 い:ii=す．

今15 どこ か1!゙ スブ･L｣イ ドのやlさ を戴らず.tt つtl･とg 皐|こ鳶11 こん でいるの かと息 うとぞ っ と

しjE す. こ(刀現裳 を ー人でt) 多く(;;)人rこ知 ってt5 らえ れIXrとl;1』爽『こ思μｉ=す．

ヅ ド,I卜

|卜

1.　　　　　　　　　　　　ご

１匈21･J ｀1吸

iS



X7

とても笑顔のかわいい子供になりました。

gja 〕子 併 は.今 俵 １η 月過ぎ 力ｘら タト ピ ー|こやiまさ 瓢

目iJ●･a てしjl い1alili ひど く､僻 ぬil 詞= えに1い、　　 ‘

犀Ｑ皮 嘴な1:.411くり 上 がり､:ひ ぴ書jれ､た.所 からリ ン パ液　　　　　 ・ ． 、･．

が出て ぃ る状ｌ でし 恥 母 乳 在IQIめ･ アレ ルギ' 用のｌ　　　 ．
．

』しウ に代 えまL ．臥 牛 乳や 卵L:1､･11ちろ ん、肉、啄､ パンや　　　 ．･・

ご!iま でts 食べ１ こと が出来ま な 八､でしjL　　　　　　　.　　　　　　'

41＝俵 ｓ 、？ヵ 月とt5 な れ|;1､禽徴 が出‘1:-き £･･l`.` 1:･し匈　　　　　　　　　　　　　　

１

仙食 へさ'はる 筝-b出 夭 ま せji,．ａ た;昧 も 塩 七累-５虹ｂ

な い:きjしりl- 鯨ん でぃ１ 匈S でした．･ぞ･してIJ,ｉ-７ がる･嘩な曲:しい自 で見 つ･めてぃｊ し4

11j11こａ]子RI こか かlj つ考り で ３ れＤおMi!5 9 んa 〕粗７ 家L, てあげ ら れず､ この 子偶 がフナト

ビ ーにな ａ 匈まで のあ の明ａａ が､ いつ の闇rこかａ くな つて; Ｕ し た..こaEF･ 綱 ２人|こと ．て

すごく つらL 叫SI でし た．私-ｂ とて-ｂつ らか ったで す．

丁直ぞ のｌ､ 友 ん こさち跨さ11 の 先牛ii 畑 介し て ぃた九:･き.｢くr1 え 引ﾋ 糾ｉｌＪｉｌ め ても らい

ま し ね ５月 １５日 に｢( れ える化 幇 乖､)刻SIい1自め て､ 先q-;が同iにナ ー ズ晟 を使っｔ しIたと こ

:5､だんだ ん 慨持ち良 くな うたの か襄て しま いましｔ あ ま.|]のｌ しさ|こ珈f てしま1.ほ し た．

２遡閥 伯ｔ匍 き16 が現 れ、め くれ上 が っ赳 なＳ がL;1､がれ 畑111まし た．私ｓ 鼻､lil叙 晦` c･こ んな

に良くな ６ とは皿L 晦 よ らず珊 しく て珀Iいてし まL 味 しだ､:a;んだ んと 使って いくうち『こ､じ

単くじ ●くし た1瓢じt5 とれ、約３り 月t･|こ|;17 つか り･きれい|こなりｊ しも

この頃 から 貪 筝を す４ 呻 に､りガ チjl を 一.岫rこ良 べ抑 め 書L．た．ぞ のおか げで､ ご 坂|:1･1s布名

私 陶や 魚､ 圃liで 歳ぺ らｒLa ．1;り『こなり､『11食∽お やつ ６食 べれｉ 倣|こなrL、泌7jも 忖い てli

たａ がわ かる|まど です．今で111 才|こなI気 と て６ 笑原a} かt３叫.L 子供 にな｢::1、a=l姉 右や ん･b

轟ti ● か|こｉ｀|λ11 珀 で仲ｉ く盆 んで1,1ま'ｒ。今でtlａ Ｑ つら　か っ１ 呻や､ll つて き たとき の

ことを 聊す 虞 にliが41 てきま す．本!!11こ131 の気 持ち でぃ っ|■､･-むす．

同 じ アトビ ーを 神つ方に『是非くｒ1えるｉ････.』とい う 虹僻 ち で馬

さち貝９!11のズタ ッフ の愕 撮に.r;;1:､いやなｌ･b11 ず自 力` く弐虫 鴫切に して';込 だき､ 心か ら嘸

謝してj=Iljま す、

ａsI:jが とう ごさ'1ほ し た．

－

① 価|

●・･

S紺 悛



６ヵ月できれいな肌になりました。

５才4D 啖が ｚ才 蜀呻|こ｢ ア1`－ピー が鷲1るよ｣ と 知

人1こ紹ﾁﾞt a l'l｡て 槌μ 訥めjEしlt.､アト ピ ーと;り

てｔｕ･じの 内哉 と ひ ざの禎 ろ が赤く な って い.る

ぐら いQ;!幡 いt) のでし た　のでｙl ィ ル だ･|';l i･蛯･j

て いま した．

使 い岫めて 半llΞぐ らL 鳴il た.圃lp ら､中 禽･|こポツ

jlり と11ゆ が出でき まし 七 以 軸 こ爾を 使 用しｔ

いた.のでそ のｌ 作用のよ うで し虹

そｎ.ljlら アトビ ーとQ:3111いがiljil]jﾐ し た．

Ｉ

Ｉ

ｌ

－

‰　　 ・

●

・　 ｆ

Ｉ

■

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

夜L1 かゆく て雷 れｇ:いし､ 昼間 ６ か力ヽ なし1よ･う5こL,な くて『こtいけ ない し、ｚ４時 間神 母 を 侠

・ て いまし た､ 販充l,5の人 とblrl FI のよ う|､;il帖 石Eと13､iii押して1,1た ださま した､.

ヵヽ ゆ くな６ と力ヽく. かく と血が由6 、trつかくS1･ぐな ってき たの|こ…．

そ11,Ｑ日 が ２ヶ 同 くらい 鯉ｓｉ した. かいてtl, かいてｔ ひ た'ｒら 化111水と・jり レと ハンド

を つyt つづIヽ tまし た．

そし・て今ritつ１ つ１ の 肌』･こなI] まし た．

ぞ れljlら 最男 を出(l しま した．

で 知艮男ｂ アト ビ ーで し瓦､ け れども う喘;てxとりlxtしまtr んで しy１．

q＝･£れIこ１ ぐリ ポ･1･・!li欽 み､、1･¶'｣しｉ つli,.右liんｉ 仙 い､11s.ｔ こSIらず Ｇり 月IE:ヽｇｎ,いな

胴.にな りま した..-ぞれ で牛 検 １ヶ 月g) 次jlｔ 今 り､』;チｊ と・1イJ ．を 使用L ．てい ま す. 私 たち

ま鹸1こと って ぐｒtｉ ａ､化ｌ 凸lj 今|ﾕｔ う必廟 と つて; ４ ７ ．

--

体 雌 的 lglヶ月畿

Ｍ



■
II●

79 歳で小ジワのない嬉しさ

呼､s14 吻 こ して7j ま１'と､ 竃311]2;x年､ｓｊ、３３ｔ 拠 放 ４

圃笥馬､ 政しましな．.』マ‥シ ¶りレりレン ト､ｌ 一扁笠 慎収･

劇 口 放迦テ レピ・ 楓 底岫･ 暗ｉ 放送テレ ビ・ ａ 咸烏･ 肢亮

減送テ レピ～綿凪ｌ･ 聞pi;政送テ レピ～祠凋凋 昿 恟會Uj

電油､ 大 広､ 笥篭 １咆.μ ポンti －J tフン トリ ー.視唸klむ銅1、

小111ｓ ａ 也．頁 京は､ ３年ii よ りｉｌｌ．

その 飢最 が 大応.竃迪馬、？陪.り.－ ル であり 、2JIQo 名位

の中よ り、５Ｑ名､､;1.ら|;1れた巾|こ､ｉ､もλ つ てi!;り ましa 二．

町口．2 11:間､IS 準ａ ＝ 皿.田り;;114s生. 口舞 ＝花裸 先生. 悍

舞･Ｍ レ ベ ＝酋剪:先 生.711` 1劃Iり|;＝≡iE利 匈枝先!!已.ミ 拡＝

11jlltl代先;ｌ､ 栽畑､¬貝映 の吸1111 の光ｉ､ デ ンマ･･ ク俸

禰 也. 広 歯岫､ テ レ ピのを 鉦 み 仙､ 色々勉 強さt!'て頂 きs!

い こ．

テレピ のメ イク.嗅 甘. 芝居'のメ イク 等､ その 咳､ 各鯉･の化

･粧メ イ ク空 の{Ｍ Ξは､ マtljク ス フア クタ ーの 裸 状の ス テ

･r ツ･ﾌ でし た. 恩料 は｡tj 油．ａａ ぽ1¶:1当 瞰 あう たの を紀

tＱし てお ります. そ の哨､ 且!せ』||一夫 先!!IE､爾峰弁子 さ八ｊと.

１=l 映ｌ r;111J 他2 .1s;{り･映 儡 でSI－ ｌ さ･せて頂き まし た．

句lli､カラ ーli;;､テ レピ=15ライ トがｓ いの です．

Ｆ

－

－

―

2 、3.fF位､ 返ざ 咄頃. 私 ぬ頴 が､ 冥 フ同 になI;1、クテ ビル の岫 ほI,jel ｀1し たti は､口 戻 入り ピ

ックリ. 皮賃 科の1` !iを たたき まし たが､ ビ ゲミ ン ｃの注 豺. ハイシ ー･の傲 み貧 だ'け で･L,た．

扁 が耳 っ網 で|ま、廿 眼13 でき 次i! 6,．外 は1も できまt? 角､.そ の吸､ テレ ピで､｢ リ ー､し夙９『ｒl の

方 々が､ 七 粧岫会 壮そE liiえて1,1た のが､屹 位|ご由 り･ま す．

京劃lのお 瓦Ei が､ 必ｉ 日、『く れえる妃Ｅ め』を持っ て､ 佃 瓢屏 に嶺 て くれまし も 『こ れ､λ;l 化

咀1岫やと 思 う､ 一度 便 つで みたら』こａ 持がｊ くれ 久る化Iｓi 』との. 初 めで の出血 いです．

外出でき ずlこ､吹の中|まかり いａ 私．夕方lΞ免 で､ 水ま きを してしli 息『ａ泗を見 て､ 瞬 の罠さ ん

が｡r少し､ 晨､ 白 くな つ でさ は フｔ んと ち がう』｢･それ. 鳳1,1のん1!Ｍ･･1て刄 た ら. その化 岨Ｍ･私 に

も 紹 介し てな 必｣

3` Fi'li ？･!1 と、６ との限 に戻 れE11:した ．そ の扱 、ｃ Ｍのtl:字rこ、ll帰出 釆ましyこ'．

６ａ政 過ぎ 迄=右､絡り がと うご ざい まし た．７９歳 の 今=ら､ひ ジワ ーつ な く遇;ごさ せ て誂い て

いｉ 私､く れ 馮.るｔ 嘔＆ のiり琲でII．

今迄の 休験を 生か しｒ､ く れえる化 粧 岫を 自 信を 持フて､ お すす6り出来るｓ､ こ れ が､こ れ から

の生甲 斐でヽ!1･．有沓 うござし|まし た．



・ 三面美容の実証例

● 方 鑑

胞Ａｓ のあ る｢ａ 畦 の 瀧望佩｣|．．■la に酋 めら れ にり,IID で.r外 畝推斡J によ り 慨●な

聚 皿哭 の簒木 であlr 胃1,1.珊 ら かさ.曼 り，弧j 』，血11･5'jが蜀 つでぃ る状皿ｌ ｎｌ ｌこ1,.ました．

● 対 象

性島､ 年l 畑 』に蘭儡 なく､ 心 伽整 む観点 から｡ 痛 虹でも ない がｔ 幽 でも､1』:い『衆 鰐J の人、

;ａ びｗI介ｉ 藍 刎･象に 會15sI した。

●il 曲

ｌ でもが｢■嶽1;1:人｣と同じ様ll:､曼を擬しめる人生在遠れることを11い.｢但」と黄JI

テーマ|ごしましｔ

● 協力 密

医学､霞寧;XQ皿蔵 心ミ李、などの可門ｉ のｓ 力を得･C､鳳ilと繩術儡吠鈍『司体とな｢;、

畝々の変IIデータを鴨み重ねてきました．

総　 諭

ｓＩ'の･IIし みのEI 己体la から『1辱ｌ; 』の悶 冲が 住ま れ、『司L511 し み在持･;1人 々のた め1こlo･わ

ちた.し1と1!1う『功 い心』が!ililiれ まL ．ａ そ こから､｢ｔ ｌ･｣と｢ 旛衝 句 と(む深い 絆が 鈷ば=11.

禰;IE例１ 公閥 でｓ る にｉ りまし た. 譚` 書 が自己ｇ)l[し みそ 梁り 忿 えて､ 仙人 を６ しむ 桐聊

をｓt] ．-その鶴 撞こｰそ『壁の 』;1点｣ であ ６と 考えま す.

ｘi'IE暮虞｢ 安 鷹｣と『ii心. を･ｓ双 に､哭腎と Ｌて唄 られを 条件と環凧 のもとで､ｌ ■|こよlj肩

しI員 足ｓ を握 供･し､ 信駕抑 ら昧敬１ 噂られる値1略こ;ｓｉ 者をsi 庶･g` l,ｌ を 心幽|?｀1:きま した．

(●41 岬 咽1

ｓ 宅り)一芦峻ｌ. 口由!● 屎!Ejl 冪Ｒ､ ｓ:●酋llｘ;ｓ 幟 雅粧ｉλﾃ･ チ イfj クｓ門９ 瞑 賓11 より|

アトビ ー性ll耳lliLF 茫λ性 概alr に み石れｉ Ｅｉｌｌ:か予佃|こｰ.41 こ

111 畿λ々ぱ ナl;11gl 桐･j °lllE教哩Qﾒ 嘴皿Ｊ り〕

IRj
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